
論

文

マ
ー

ケ

テ

ィ

ン
グ

に
お

け

る
参

与

と
対

話

の
方

法

武

井

寿

]

序

わ
れ

わ

れ

は
、

こ
れ

ま

で

マ
ー
ケ

テ

ィ

ン
グ

・

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー

シ

ョ
ン

の
な

か

で

の
消

費

者

行

動

を
研

究

対

象

と

し

て
、
行

為

者

の
立

場

に
即

し

て
解

釈

し
、

理

解

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

よ

り
深

い
次

元

で
(螺

究

す

る
た

め

の
理
論

と
方

法

に

つ
い

て
考

察

を

お

こ

な

っ
て
き

た

。

そ

し

て
、

現

象

の
イ

ン
サ

イ
ド

に
接

近

し
、

消

費

者

へ
の
面
接

の
実

施

や
、

生
活

史

の
分
析

な

ど

を
通

じ

て
厚

い
記

述

(什竃
O
閃

飢
Φ
ω臼

号
餓
O
コ
)

を
作

成

し
、

行

動

の
本
質

的
意

味

を

解

明

し

よ
う

と
努

め

る

こ
と

が

必
要

で
あ

る

こ
と

を
指

摘

し

た
。

一
九

八
〇

年

代

以

降

の
消
費

者

行

動

研

究

は
、

人

間

と

し

て

の
消

費

者

の
感

情

的
側

面

へ
の
注

目
な

ど

に
よ

っ
て
、

ヒ

ュ
ー

マ
ニ
ス

テ

ィ

ッ
ク

.
ア
プ

ロ
ー
チ
と

呼

べ

る
新

し

い
展
開

を
導

入

し
、

研

究
方

法

の
多

様
化

を
促

進

し

た
。

そ

れ

ら

は
、

社

会

学
、

人
類

学

、

精

神

医

学

な

ど

に
基

礎

を

お
く

も

の

で
あ

る
。

そ

し

て
、

現

象

を

当

事

者

の
視

点

で
深

く
知

り
、

再
構

成

を

は

か

る
た

め

に

は
、

現

象

に
研
究

者

が
積

極

的

に
参

与

す

べ
き

こ
と
、
な

ら

び

に

「
聴

く
」

こ
と

を
中

心
と

し

て
対

話

(ダ

イ

ア

ロ
ー
グ
)

を
交

す

必
要

が

あ

る

こ
と

を
明

ら

か

に
し

た
。

こ
う

し

た
動

向

は
脱

実

証
主

義

と
呼

べ

る
現

代

の
科

学

哲

学

の

潮
…流

と

軌

を

一
に
す

る
も

の

で
あ

っ
て
、

マ
ー
ケ

テ

ィ

ン
グ

研
究

へ
の
現
象

学
的

ア
プ

ロ
ー

チ
、

ナ

チ

ュ
ラ
リ

ス
テ

ィ

ッ
ク

.
イ

ン

ク

ワ
イ

ァ
リ

ー
な

ど

と

称

さ

れ

る
。

Q∩
.
∪
.
踏
§

r什
は

マ
ー
ケ

テ

ィ

ン
グ
研

究

に

お
け

る
相

対

主

義

的
認

識

の
進

展

は

「
真

理
」

の

意

味

を
改

め

て
問

う

も

の

で
あ

る

こ
と

を
指

摘

痘

・

ま

た
・

新

し

い
ア
プ

ロ
ー
チ
は
社
会

科
学
を
自
然
科
学
と
人
文
科
学

の
中
間

に
位
置

づ
け

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

人
間
探
究

へ
の
独
自

の
道
を
拓

く
特
色

が
あ
る
。
本
稿

で
は
、
客
観
的
視
点
と
素
朴

な
主
観
主
義

蕪
齢
灘
鰭
槻漣
罐
塩
馨
雛.砺講
題
㌦
165
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ニ

ュ
ー

・
パ

ラ
ダ

イ

ム

・
リ

サ

ー
チ

の
特
色

、

参

与

的

研

究

の
類

型

、

新

し

い
知

の
方

法

論

な

ど

に

つ

い
て
説

明

し

た

い
。

ま

た
、

消

費

者

の
日
常

体

験

を
面

接

を

通

じ

て
記

述

し
、

そ

の
な

か

か
ら

生

趣

だ
懲

脚

を
捉

え

よ

う

と

す

る
実

存

主

義

的

現

象

学

(Φ
臨
甲

窪

準

。
§

§

Φ喜

σQ団
)
の
ア
プ

ロ
ふ

を
⑩
争

↓
喜

マ

ω
O
づ

"
乏

・
しU
・
い
O
O
凶
コ
α
Φ
目
肺
=

.
閑
・
℃
O
=
ご

の

研

究

に

よ

り

検

討

し

た

い
。

(5
)

つ
ぎ

に
、

参

与

的
研

究

の
体

系

を

U
.
ピ
・
一
〇
「
σq
Φ
蕊

Φ
昌

の
研

究

に

よ

っ
て
考

察

し

た

い
。

社

会

学

者

で
あ

る
著

者

の
記

述

に
従

い
、

観

察

と
記

録

を

中

心

と

し

た
参

与

観

察

(b
碧
¢
。
昼
Ω。
コ
8

げ
ω
Φ
噌く
餌
,

鉱
o
ロ
)

の
方

法

に

つ
い

て
説

明

す

る
。

ま

た
、

対
話

の
意

義

と
方

法

に

つ

い
て

さ
ら

に
深

く
検

討

し

た

い
。

対

話

は
問
答

と

い
う
形

式

で
ギ

リ

シ

ャ
の
昔

よ
り
発

達

し
、

多

く

の
哲

学

者

の
関

心

を

集

め

て
き
(航

こ
と

は
(凋
知

の
と

お
り

で

あ

る
。

そ

こ
で
、

本

稿

で
は
金

子

晴

勇
、

島

崎

隆

ら

の
研

究

に
依

拠

す

る

こ
と

に
よ

.
て
、

そ

の
概

奪

方

法

を
課

豹
、

っ
ぎ

に
、

独
自

の
思
索

と
し
て
知

ら
れ
る

ζ
』

謁

。
.
の
著
作
、
な

ら
び
に

精
神
医
学
者

で
あ
る
神

田
橋
條
治

の
研
究
な

ど
に
依
拠
し
、
対
話

霧
鶴
腰繋
に
簾
幣
胤勢
雛
疑
鮪罐
蓼

の
態

度

や
方

法

に

つ

い
て
も
検

討

を
加

え

た

い
。

以

上

の
よ

う

に
、

本

稿

は
消
費

者

の

「
生

」

の
本

質

を

ホ

リ

ス

テ

ィ

ッ
ク

に
理

解

す

る
た

め

の
方

法

の
多
様

化

の
可
能

性

を
、

社

緯
ビ
認
論
ぺ
馨
ボ
備
榊
跨
啓
賑
埋
験
磨
雛

価

た

な
規

範

を
考
察

す

る

こ
と

を
目

的

と

す

る
。

注(1
)

拙
著

『
現
代

マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ

.
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
』

白
桃
書
房
、

一
九

八
八
年
。
拙
稿

「
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ

に
お
け

る

「消
費
者
研
究
」

の
新
潮

流
L
大
分
大
学
経
済

論
集
、
第

四
〇
巻

第

三
号
、

一
九
八
八
年
九
月
。
拙
稿

「
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
研
究

に

お
け
る
知
識
生
成

の
方
法
ー
解
釈
主
義

の
台
頭
l
」
大
分
大
学
経

済
論
集
、
第

四
〇
巻
第

六
号
、

一
九

八
九
年

二
月
。
拙
稿

「
マ
ー

ケ

テ
ィ

ン
グ
研
究

へ
の
解
釈
学
的

ア
プ

ロ
ー
チ
」
日
経

広
告
研
究

所
報

一
二
九
号
、

一
九
九
〇
年

二
月
。
拙
稿

「
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
ク

に
お
け
る

「
理
解
」
研
究

の
方
法
論
的
考
察
L
神
奈
川
大
学
国
際

経
営
論
集
、
第

一
号
、

一
九
九
〇
年

三
月
。
拙
稿

「
マ
ー
ケ
テ

ィ

ン
グ

に
お
け

る

「解
釈
」
研
究

の
理
論
と
方
法
L
神
奈
川
大
学

国

際
経
営
論
集
、
第

二
号
、

一
九
九

一
年

三
月
。
拙
稿

「
「
聴
く
」
こ

と

の
理
論

と
方
法
-
社
会
現
象

の
解
釈
学
的
探
究
l
L
神
奈
川
大

学
国
際
経
営

フ
ォ
ー
ラ

ム
、
第

二
号
、

一
九
九

一
年

三
月
。

(2
)

。。
匿

g

コ

=
員

.甫
達

葺

ξ

蒙

二
昌
αq
↓
ぎ

『冨

巳

力
Φ
ω
Φ
碧

o
貫
、、
一
〇
霞

昌
巴

o
胤
竃

費

犀
①
ロ
コ
oq
こ

一』
ξ

一
8

ρ

℃
℃
・
甲

一
㎝
・

(
3

)

勺
曾

①
『

閑
窪

ω
8

餌
巳

旨
o
げ
昌

勾
o
≦
き

(巴

ω
・γ

ミ

ミ

一謡

寒

嶋
ミ
遷

」

o
ぎ

芝

濠

気

卿

ω
8

ω
い
巳

こ
一
Φ
o。
H

(
4
)

o
邑

。q

9

雷

§

選

p

≦

ロ
凶聾

しu
』

。
§

α
Φ
『
・
㊤
昌
血

=
o
名
拶
a

菊
●
勺
o
≡

ρ

、、℃
ロ
偉
冒
αq

O
o
ロ
誓

白

雲

国
×
℃
臼

一8

8

しσ
碧

評

冒

8

0
8

ω
=
ヨ

9

勾
①
ω
Φ
p。
目

冥

↓
ゴ
①

勺
げ
出
o
ω
o
O
ゴ
《

き

α



国際 経 営 フ ォ ー ラムNo.3

]≦
Φ
些

o
α

o
楠

国
首

ω
叶
①
口
鉱
巴
-勺
ゴ
2

0
ヨ
①
昌
o
一〇
尊

鴇."
』
o
ロ
ヨ

巴

o
h

O
。
昌
ω
仁
ヨ

①
「
幻
Φ
ω
$

需

貫

ω
8

9

ヨ
げ
臼

一
り
。。
P

唱
,

一
器

-
=

㎝
嚇
○

旨

↓
ゴ
o
ヨ

冨

o
P

♂
<
・
bd
.
ぴ
8

鋤
昌
紆

斜

聾
嵩
α

国

・
即

℃
o
霞

P

、甫

冨

=

〈
Φ
ユ

】≦
Φ
山
巳
昌
σq

o
h

哨
触
Φ
Φ

O
げ
o
凶8

柵

〉
昌

国
×
尻
什
①
艮

一巴
.

勺
ず
Φ
ロ
o
ヨ
Φ
鵠
o
δ
ぴq
ざ
禽。
一
∪
①
宥

ユ
℃
鉱
o
昌

o
州
国
く
Φ
蔓

亀
餌
賓
O
o
昌
碧
5
θ
臼

国
×
9

ユ
Φ
昌
8

ω
o
暁
O
o
馨
Φ
白

O
o
墨

曙

】≦
母

嵩
a

≦
・Q
日
Φ
P
・.
一

〇
霞

-

昌
巴

。
州

O
。
嵩
誓

ヨ

①
「

菊
①
紹

碧

o
戸

U
①
8

ヨ

げ
Φ
『

一
㊤
㊤
ρ

弓
,

ω
戯
?

9。
O
一
・

(
5
)

9

繧

こ

。
「σq
Φ
昌
・・Φ
員

隷

ミ
§

ミ

o
曾

§

§

曾

ぴq
Φ

℃
ロ
げ
=
O
印
二

〇
昌
ρ

一
昌
6

こ

一
㊤
Q◎
㊤
・

(6
)

金

子
晴
勇

『
対
話
的
思
考
』

創
文
社
、

一
九
七

六
年
。

(
7
)

島
崎

隆

『
対
話

の
哲
学
』

み
ず
ち
書
房
、

↓
九

八

八
年
。

(8
)

]≦
鋤
簿
言

しd
ロ
げ
Φ
き

§

§

b
黛

N
肇

§

(
田

口
義
弘

訳

『我

と
汝

・
対

話
』

み
す

ず

書

房
、

一
九

七

八

年

。)

(9
)

神

田
橋
條
治

『
精
神

療
法
面
接

の

コ
ツ
』
岩
崎
学
術
出
版
社
、

一
九
九
〇
年
。

(10
)

有

馬
道
子

『
心

の
か
た
ち

・
文
化

の
か
た
ち
』
勤
草
書
房
、

一
九
九
〇
年
。

ニ

ニ

ュ
ー

・
パ

ラ
ダ

イ

ム

・
リ

サ

ー

チ

O

客
観
的
主
観
性

近
年
の
学
問
の
方
法
論
の
あ
り
方
を
論
じ
た
代
表
的
研
究
の
ひ

と

つ
奄

羅

ω
。
〒

夷

。
蚕

の
轟

で
あ

っ
た
・

こ
れ
は
・

正

統

的

と

考

え

ら

れ

て
き

た

ア
プ

ロ
ー

チ

に
代

わ
り

う

る
人

間

探

究

(ゴ
琶
6
三

遷

=
ξ

)

の
方
法

を
探

る
目
的

で
設

け
ら
れ
た

ニ

ュ
ー

.
パ

ラ

ダ
イ

ム

・
リ

サ

ー
チ

・
グ

ル
ー
プ

の
研

究

で
あ

り
・

心

理

学
、

社

会

学

、

経

済

学
、

政

治

学

、

人

類

学
、

精

神

医

学
、

教

育

学

な

ど

の
異

な

る
専

門
領

域

の
研
究

者

を

結
集

す

る

こ
と

に

よ

っ
て
、
新

た

な
方

法

の
可
能

性

を
検

討

し

た
。

そ

の
な

か

か
ら
、

客

観

性

を
重

視

す

る
既
存

の
サ
イ

エ
ン

ス

の
枠

組

み
と
、

素
朴

な

主

観

性

を

総

合

し

た

客

観

的

主

観

性

(0
9
Φ
〇
二
く
Φ
ぐ

ω
¢
豆
Φ
o

・

鼠
く
Φ
)

の
方

法

論

が
提

起

さ
れ

た

(図

1
参

照

)
。

ニ

ュ
ー

.
パ

ラ

ダ

イ

ム

・
リ

サ

ー

チ

の

「
正

統

派

的

慣

行

(o
「窪

鼠

。
昌

)
」

に
対

す

る
批

判

は

つ
ぎ

の
ポ

イ

ン
ト

に
集

約

で
き

る
。
ω
人
間

が
社
会

的
文
脈

か
ら
分
離

さ
れ
操
作
単
位
と
し

Σ

s

図1ニ ュ0・ パ ラ ダ イ ム ・リサ ー チ

ニ ュー ・パ ラタイム・リサ ー チ

客 観 的 主観 性

オ ー一ル ド・パ ラタイム・リサ ー チ

客 観 性

素朴な探究

セ観性

(出 典)P.ReasonandJ .Rowan(eds.)

HumanInquiry,JohnWiley&Son

Ltd.,1981,Foreword,xiii .
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マーケテ ィングにおけ る参与 と対話 の方法

て
扱

わ

れ

る
、

②

人

間

を

一
群

の
変

数

に
還

元

す

る
、

㈹
還

元

主

義

は
深

い
理
解

や
全

体

と

し

て

の
認

識

を
妨

げ

る
、

ω

測

定

結

果

の
み

を
真

理

と
考

え

る
、

㈲
少

な

い
サ

ン
プ

ル
に

よ

る

一
般

化

を

行

い
が

ち

で
あ

る
、

㈲

決

定

論

に
依

拠

す

る

こ
と

に
ょ
(り
実

験

者

と

対
象

の
間

に
威

圧

的

(主

従

の
)

関
係

が
醸

成

さ

れ

る
。

幻
o
≦
き

"
国
①
器
o
コ

に

よ
れ
ば

、

西
欧
文

化

の
知

の
方

法

論

に

最

も
大

き

な
影

響

を
与

え

た

の
は

分
析

科

学

の
論

理

で

あ

っ
た
。

こ
れ
は

〉
ユ
ω
8
器
謳
ω
の
矛
盾

律

(す
≦

o
{
o
o
口
什
轟
巳
∩
口
o
⇒
)

と

排

中

律

(冨
≦

o
隔
Φ
×
9
巳

巴

ヨ
崔
亀
Φ
)

の
二

つ

の
原

理

に
基

づ

い
て

い
る
。

前

者

は
、

あ

る
命
題

が
真

実

で
あ

る

と
同

時

に
偽

り

で

あ

る

こ
と

は

な

い

こ
と
、

後

者

は
、

す

べ

て

の
命

題

は
真

実

か

偽

り

の
ど
ち

ら

か

で

あ

り
、

中
間

的

な

も

の
は
存

在

し
な

い

こ
と

を

意

味

す

る
。

こ
れ

ら

に
、

=
ニ
ヨ
Φ
や

]≦
已

な

ど

の
因

果

性

に

基

づ
く

決

定
論

的

思
考

が
加

え

ら

れ

て
、

正
確

さ
、

精

密

さ
、

因

果

法

則

、

ヒ

壬

フ
ル
キ
(怯

ど

を
中

心

と

し

た
今

日

の
サ
イ

エ

ン

ス

の
方

法

論

が

確

立

し

た

。

こ

れ

に
対

し

て
、

幻
o
芝
9ρ
コ
ー
殉
8

ω
o
コ
は

つ
ぎ

の

分

野

が

ニ

ュ

i

●
パ

ラ

ダ

イ

ム

の

ル

ー

ツ

で

あ

る

こ
と

を

指

摘

し

た
。

①

人

間

主

義

的

心

理

学

(
]≦
9
ω
一〇
≦
)
、

②

臨

床

心

理

学

(菊
。
σq
Φ
「
」

¢
昌
αq
博

ω
巳

署

餌
P

閏
『
Φ
巳

)
、
③

現

象

学

、

エ

ス

ノ

メ

ソ
ド

ロ
ジ

ー
、
参

与

観

察

、

④

組

織

行

動

論

、

組

織

開

発

(〉
吋
αq
《
「
一ω
)
、

プ

ロ

セ

ス

.

コ

ン

サ

ル

テ

ー

シ

ョ

ン

(
ω
9

Φ
ぢ
)
、
⑤

マ

ル

ク

ス
主

義

、
⑥

実

存

　
　

　

主
義
、
⑦
弁
証
法
。

⇔

体
験

的

研
究

幻
o
芝
O
昌
に

よ

れ
ば

、

研

究

は

つ
ぎ

の
サ

イ

ク

ル

に

よ

っ
て
構

成

さ

れ

る

(図

2
参

照
)
。

研
究

者

が
特

定

の
領

域

に
取

り
組

み
、

問

題

を
発

見

す

る

(存

在

)
。

文

献

探

査

に
よ

り

過

去

の
研

究

を

知

り
、

情

報

を
結

合

し
、

問

題

を

た

て
直

す

(思

考
)
。

リ

サ

ー

チ

.
プ

ラ

ン
を

デ

ザ

イ

ン
し
、

仲

間

と

協
議

す

る

(プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
)
。

実

験

、

サ

ー
ベ

イ
、

観

察

を
実

施

す

る

(
エ

ン
カ

ウ

ン
タ

ー
)
。

デ

ー
タ
処

理

、

コ
ン
テ

ン
ト

・
ア

ナ

リ

シ

ス
、
統

計

的

操

作

図2研 究のサ イクル ・モ デル

コ ミユ ニ ケ ー シ ョン

D
エ ンカウ ンター

存在

ii

フ・ンエクト[〉

(出 典)J.Rowan,"Adialecticalparadigmforresearch

inP.ReasonandJ.Rowan,ap.cit.,p.98.
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を
行

う

(意
味

理

解
)
。

結

果

を

論
文

と

し

て
ま
と

め
、
発
表

す

る

(
コ
、、、
ユ

ニ
訂

シ

ョ

ン
)
。

フ

ィ

ル

ド

に

お

け

る

通

常

の
仕

事

に
戻

る

(存
在
)
。

以
上

の
流

れ
を
基
礎

に
研
究

の
類
型

を
示
せ
ば

つ
ぎ

の
も

の
を

　　

　

指

摘

で

き

る

。

点

線

が
疎

外

(
鋤
一凶Φ
昌
㊤
什
繭O
b
、)
、

す

な

わ

ち

人

間

を

研

究

対

象

と

し

て

の
断

片

と

考

え

る
状

況

を
表

現

す

る

と

仮

定

す

る
。

図

3

に

お

い

て
、

円

は

研

究

者

を

表

わ

し
、

直

線

は

対

象

が

研

究

者

と

一
点

で

の

み

出

会

う

(
エ

ン

カ

ウ

ン
タ

ー
)

こ
と

を

意

味

し

て

い

る
。

こ

れ

は

純

粋

基

礎

研

究

(℃
霞

Φ

げ
二。
ω
凶o

器

ω
$

「
o
げ
)

の

パ

タ

ー

ン

で

あ

る
。

人

間

対

人

間

の
出

会

い

と

い

う

よ

り

は
、

役

割

を

通

じ

た

疎

外

さ

れ

た

エ

ン

カ

ウ

ン

タ

ー

が

実

現

し

て

い

る
。

つ
ぎ

に
、

研

究

者

と

対

象

が

同

様

に

一
点

で
会

う

が
、

非

疎

外

的

で
、

真

正

の

("
三
冨

艮

δ

関

係

が

成

立

す

る

パ

タ

ー

ン

が

あ

る

。

こ

れ

を

実

存

的

研

究

(
Φ
邑

馨
Φ
昌
鉱
巴

「
Φ
紹

霞

6
げ
)
と

呼

ぶ

(
図

4
参

照

)
。

ま

た

、

破

線

が

状

況

に
応

じ

た

疎

外

の
有

無

を

表

現

す

る

と

す

れ

ば

、

図

5

は

ア

ク

シ

ョ

ン

・

リ

サ

ー

チ

(
pρ
O
什
一
〇
昌

「
Φ
ω
Φ
麟
「
O
げ
)
、

介

入

研

究

(
冒
梓
Φ
「
<
Φ
昌
二
〇
コ

「
Φ
ω
Φ
餌
噌
o
げ
)
、

パ

ー

ソ

ナ

ル

・

コ

ン

ス

ト

ラ

ク

ト

・
リ

サ

ー

チ

(
b
Φ
「
ω
O
コ
巴

o
O
コ
oo
茸
¢
o
榊
「
Φ
oo
Φ
四
H
o
げ
)

の

パ

タ

ー

ン

で

あ

る
。

研

究

者

は

対

象

と

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

、

エ

ン

カ

ウ

ン

タ

ー
、

コ
ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

の
三

段

階

で
接

触

す

る

可

能

性

が

あ

る
。

研

究

者

が

関

与

を

十

分

に
深

め

、

対

象

が
役

割

に

隠

れ

な

い

よ

う

に
す

る

パ

タ

ー

ン

が

あ

る

。

体

験

的

研

究

(
Φ
×
需

ユ
Φ
韓

一巴

『
Φ
ω
Φ
碧

o
ず
)
、

内

生

的

研

究

(Φ
巳

o
σQ
Φ
ぎ

¢
ω

お
ω
Φ
霞

9

)
、

参

与

的

研

究

(℃
p
雫

甑
6
骨
鶏
o
Q

噌Φ
ω
Φ
碧

o
げ
)

な

ど

と
呼

ば

れ

る

一
群

で
あ

る

(図

6

参

照
)
。

相

互

信

頼

の
文

脈

の
な

か

で
、

支

持

と

対

立

が
発

生

す

る

た

め
、

最

も
変

化

志

向

的

な

方

法

と

い
え

る
。

以

上

の
な

か

で
、

体

験

的

研
究

は
研

究

者

が
現
象

に
対

象

と
同

図3純 粋基礎研究

.

.
・
.
.

.

..
・
。

■
O

●
●

・
.

■

図4実 存的研究

(出 典)J,Rowan,op.c'it.,P.101,(出 典)
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図5ア クシ ョン ・リサ ー チ図6参 与的研究
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(出 典)J.Rowan,op,C2t.,P.102.(出 典)J.Rowan,op.CZt.,P.103.

じ
く
参
与

し
、
相
互
作
用

の
な

か
か
ら
考
察

を
進
め
る
方
式
と

し

　　

　

て
注

目

で
き

る
。

伝

統

的

モ
デ

ル

の
な

か

で
は

研
究

者

と
対

象

は

非

互

恵
的

で
、

非

対

称

的

関

係

に
あ

る
と
考

え

ら

れ

て
き

た
。

研

究

者

は
仮

説

や

リ

サ

ー

チ

・
デ

ザ

イ

ン
に
従

っ
て
対
象

に
指

示

を

与

え
、

対
象

は

そ

れ
ら

に
関

し

て
相

談

さ

れ

た

り
情
報

を
与

え

ら

れ

る

こ
と

は
な

い
。

こ
う

し

た
関

係

を
前
提

に
対

象

が

ど

の
よ

う

に
指

示

を
実

施

す

る

か
を
知

る

こ
と

が
、

人
間

関

係

や
対

象

自
身

を
知

る

こ
と

よ

り

も
重

要

と

み
な

さ

れ

る
。

す

な

わ

ち
研

究

者

は

知

識

に

コ
ミ

ッ
ト

す

る

の
で
あ

っ
て
、

人

間

に

コ
ミ

ッ
ト

す

る

こ

と

は
な

い
。

こ

の
よ

う

に
研

究

者

は
対

象

に
影

響

を
与

え

る
が
、

逆

の
関

係

は
存

在

し

な

い
。

こ
れ

に
対

し

て
、

体

験

的

研
究

で
は
、

研

究

に
関

与

す

る
人

間

が
研

究

者

で
同
時

に
対

象

と

も

な

る
関

係

が
生

ず

る
。

各

人

は
自

己

の
体

験

と

行
為

を

通

じ

て
、

ま

た
、

他

人

の
体

験

と
行

為

に

よ

っ
て
仮

説

を
探

究

す

る
と

い
え

る
。

こ
う

し

た
関

係

は

図

7

に
よ

っ
て
表

現

さ

れ

る
。

内

面
的

お

よ

び
相

互

的

関

係

を
包

摂

し
た

六
方

向

(
ア
イ

デ

ア

の
交

換
、

体

験

の

エ
ン

カ

ウ

ン
タ

ー
、

個

人

お

よ

び
相

互

間

で

の

ア
イ

デ

ア
と
体

験

の
双

方

向

の
調

整

的

相

互
作

用

)

で
互

恵

的

関
係

を
指

摘

す

る

こ
と

が

で
き

る
。

し

た

が

っ
て
、

研

究

の
段

階

は

つ
ぎ

の
よ
う

に
区

分

で

き

る
。

ω

初

期

の
研

究
命

題

の
討

議

と

仮

説

へ
の
同

意

、

②

研
究

の
実

施

と
仮

説

の
検

討
、

㈹
共

同

の

エ
ン
カ

ウ

ン
タ

ー
な

ら

び

に

体

験

に

よ

る
体

験
知

の
獲

得
、

ω
命

題

の
再

検

討

と
結

論

の
定
式

化

。
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図7体 験的研究

R--Researcher

S-=Subject

 

一

　

(出 典)J・Heron,"Experientialresearchmethodology,・

inP・ReasonandJ.Rowan(eds .),op。CZt.,P.155.

以

上

よ

り
、

知

識

は

つ
ぎ

の
よ
う

に
類
型

化

で
き

る
。

ω
命

題

の
形

で
述

べ

ら

れ

る
事

実

や

真

実

の
知

識

と

し

て

の
命

題

知

(胃

8

0
ω
三

8

篇。
一
写

o
乱

Φ
島
αq
Φ
)
。

こ
れ

は
完

全

に
言

語

依

存

的

(訂
員
ぴq
§

ぴq
Φ
・α
Φ
需

巳

Φ
簿

)

で
あ

る
、

②

特

別

な
技

能

の
習
得

の

ご

と

き
実

用

知

(鷺

碧

鳳
o
鮎

ζ

o
乱

Φ
恥
σQ
Φ
)
、

㈹
直

接

的

対

面

に

よ

る
体

験

知

(Φ
巷

巴

Φ
簿

凶巴

ぎ

〇
三

巴

σq
①
)
。

既

述

の
研

究

段

階

の
第

1

お

よ

び
第

4
段

階

は
命

題
知

、

第

2

段
階

は
実

用
知

、

第

3
段

階

は
体

験

知

の
領

域

で
あ

る
。

国
巽

o
ロ

に
よ

れ
ぱ
、
成

果

と

し

て

の
サ
イ

エ
ン

ス
は
命

題
知

を
中

心
と

し

て
成
立

す

る

が
、

探

究

の
プ

ロ
セ

ス
と

し

て

の
サ
イ

エ
ン

ス
は
他

の
知

識

を
包

摂

す

る

こ
と

を
忘

れ

て

は
な

ら

な

い
。

菊
o
≦
9
昌
"
幻
Φ
9
ω
8

に
よ

れ
ば
、

伝

統

的

な

サ

イ

エ
ン

ス
で
は

意

味

(∋
Φ
鋤
コ
5
αq
)

に

つ

い

て
考
察

す

る

こ
と

は

な

い
。

サ

イ

エ

ン

ス
は
物
質

界

の
現

象

の
意

味

を
発

見

し

よ
う

と

す

る

こ
と

を
止

め
、

現
象

を
経

験

的

に
探

究

し
始

め

て
か

ら
発

達

し
た

と

い
え

る
。

し

か

し
人
間

の
体

験

を

考
察

す

る
際

に
は
意

味

を

避

け

て
通

る

こ

と

は

で
き
な

い
。

こ
の
た

め

に
解

釈

的
方

法

を

用

い

る

こ
と

が

で

き

る
。

体

験

を
考

察

の
対

象

と
す

る
場
合

に
は
、

客

観

的

理
解

や

解

釈

と

い

っ
た
も

の
と
、

歴

史

の
あ

る
時

点

で
世

界

を
共

有

し

て

い
る
人

間

に
(肚

っ
て
間

主

観

的

に
成

り

た

つ
解

釈

を
識
別

し

な

け

れ
ば

な

ら

な

い
。

⇔

参
与
的
研
究
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マ ーケテ ィングにお ける参与 と対話 の方法

つ
ぎ

に
、

参

与

的

研
究

の
方

法

に

つ

い
て
検

討

し

た

い
。

　　

　

ノ

ル
ウ

ェ
ー

の

ζ

・
団
冠
Φ
昌
は

リ

サ

ー

チ

・
デ

ザ

イ

ン

の
音
心
思

決
定

を

つ
ぎ

の
よ

う

に
分

類

し
、

研
究

に
直

接

影

響

さ

れ

る
人

間

が

こ
れ
ら

の
決

定

に
影

響

を
与

え
、

実

施

に
関

与

す

る
研

究

を
参

与

的

と

呼

ぶ

こ
と

が

で
き

る
と
定

義

し
た
。

ノ

ル
ウ

ェ
ー

で
は
労

働

環

境

の
民
主

的
改

革

の
た

め

の
議

論

が
活

発

に
行

わ

れ
、

そ

の

た

め

の
法

律

(ρ
轟

葺

《
≦
o
爵

ま

①
冨
芝
)

が

一
九

七

七
年

に
成

立

し

た
。

こ

の
過

程

に

お

い
て
参

与

的

研

究
方

法

が
利

用

さ

れ
た

社

会

的

背

景

が

あ

る
。

し

た

が

っ
て

田

血
魯

の

言

う

参

与

者

と

は
従

業

員

、

意

味

あ

る
参

与

と
は

意
思

決

定

な

ら

び

に
実

施

に
イ

ン
パ

ク
ト

を
与

え

る
だ

け

の
十

分

な
関

与

と
影

響

力

を
意

味

す

る
。

影

響

力

の
有

無

と

四

つ

の
意

思

決

定

の
組

み
合

せ

か
ら
表

1

の
よ

う

な

マ
ト

リ

ソ
ク

ス
を

つ
く

る

こ
と

が

で
き

る
。

そ

し

て
、

こ
れ

を
基

礎

に
し

て

リ

サ

ー

チ

・
デ
ザ

イ

ン
の
四

類
型

を

明

ら

か

に

で

き

る

(
A
、

B
、

C
、

D
)
。

A

お
よ

び
D

タ
イ

プ

は
純

粋

研

究

で

あ

る
。

A

タ

イ
プ

は
基

礎

的

・
学

術

的

研
究

で
あ

っ
て
、

コ
ン
テ

ク

ス
ト

に
と

ら

わ

れ
な

い
知

識

の
開

発

を
行

う

。

D

タ
イ

プ

は
従

業
員

主
導

の
組

織
変

革

の
た

め

の

コ
ン
テ
ク

ス
ト

を
前

提

と

し

た

知

識

(
ロ
ー

カ

ル

・
セ
オ

リ

ー
)

を

つ
く

る
可
能

性

が

あ

る
。

C

タ
イ

プ

は
多
様

な

問
題

領

域

で
広

く

活

用

さ

れ

る
も

の

で
あ

り
、

応

用

研

究

(巷

鷲
一Φ
住

器
ω
Φ
碧
o
げ
)

と

呼

ぶ

こ
と

が

で
き

る
。

B

タ
イ
プ

は
成

果

の
利

用

可
能

性

が

な
く

現

実

的

で

は
な

い
。

以
上

を
体

系

的

に
示

し

た
も

の
が
表

2

で
あ

る
。

リサーチタイプ別の参与者の影響

参与者が影響す る意思決定

表1

リサ ーチ タイプ 問題 の定義 方法 の選択 デ ータ分析 発見事項

0

0

0

0

n
U

O

τ
上

-
⊥

1
⊥

-
⊥

-
⊥

-
⊥

n
U

O

ハ
U

-
⊥

1
■

-
⊥

-
⊥

A
U

O

1
■

-
⊥

-
⊥

O

n
U

1
⊥

1

1
⊥

凸
U

1

0

0

0

A
U

-
⊥

0

1
⊥

-
⊥

-
⊥

n
U

l

A
U

-
↓

A
U

n
U

-
⊥

-
⊥

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

A

B

C

D

0=影 響 無 し,1罵 影`=`=り

(出 典)M.Elden,"Sharingtheresearchwork:

anditsroledemand,"inP.ReasonandJ.

p.25$.

participativeresearch
Rowan(eds.),op.cit.,

 

こ
の
よ

う

に
参

与

的

研
究

に
は

い
く

つ
か

の
類

型

が
あ

る
。

金

井
壽

宏

は
組

織

論

の

中

自
・
ω
魯

Φ
ぎ

の
研

究

を
引

用

し

つ

つ
、
定

性

的

研

究
方

法

を
臨

床

的

ア
プ

ロ
ー

チ

(
C

モ
ー
ド

)

と

民

俗

誌

(
10

)

的

ア
プ

ロ
ー

チ

(
E

モ
ー
ド
)

に
分

類

し

た
。

こ
れ

は
参

与

的

研

究

の
類

型

を
知

る
う

え

で
も

有
効

な

分
類

で
あ

る
。

C

モ
ー
ド

と
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表2異 なる リサーチタイプ(職 場研究)

リサ ー チ タイ プ

Aタ イ プ

(基礎研 究)

Cタ イ プ

(応用 研究)

Dタ イプ

(参与的研究)

研究 目標

受 益 者

データ提供者
の成果利用の

可能性

研究者と対象
の関係

研究者の役割

抽象的一般知識

(コ ンテクス トに とらわれ ない知識)

研 究 者

極めて低い

た
者

家

象

い
産

お
生

論
↓

を

の

理

対
羅

惣 鷺 義弩答
ク ライ ア ン ト

(経 営 者)

低 い

専 門 家
yT

クライ アン ト

組織 変革 の
生産 者

行 為 可能 で一 般化 可 能
な ロ ー一カル ・セ オ リー

(礫 懸 ストと関連)

参 与 者
(従業員 と研究者)

高 い

同 僚
丁

同 僚

学習の共同
生産者

(出 典)M.Elden,op.CZf.,p.263.

は
依
頼

人

(
ク

ラ
イ

ア

ン
ト
)

の
問
題

に
対

す

る
診
断

と
解

決

を

試

み

る
方

式

で
あ

り
、
病

理

的
側

面

を
重

視

し

た

深

い
デ

ー
タ

の

収

集

を
行

う
。

一
方
、

E

モ
ー
ド

は
研

究
者

の
側

か
ら
調

査

を
依

頼

し
、

研

究

上

の
焦
点

を
重

視

し
な

が
ら
内

部

者

の
考

え

を
教

わ

る

こ
と

を
目

的

と

し

た
方

式

で
あ

り
、

聞

く

こ
と

へ
の
徹

底

と

い

う
特

徴

が

あ

る
。

こ
の
よ
う

に
、
参

与

的

研

究

に

は
、

参

与

し
観

察

す

る

こ
と

を

目
的

と
す

る
方

式

と
、

参

与

し
変

化

を
誘

発

す

る

こ
と

を

目
的

と
す

る
方
式

が

あ

る
。

幻
Φ
餌
o。
o
昌
H
閃
o
≦
餌
コ
は

ニ

ュ
i

・
パ

ラ

ダ

イ

ム

・
リ

サ

ー

チ

の

知

の
方

法

論

の
特

色

を

つ
ぎ

の
よ
う

に
要

約

し

た
。

ω

人

間

に

つ

い
て

の
重

要

な
知

識

は
研

究

者

と

対
象

の
互
恵

的

関

係

の
な

か
か

ら

つ
く

ら

れ

る
、

②

研

究

者

と

対
象

の
共

有

言

語

と
慣

習

が
対

象

世

界

を
創

造

す

る
、

③

人

間

の
自
律

的

行

動

を
強

化

す

る
よ
う

な

知

の
創

造

を

は

か

る
、

ω
知

識

そ

の
も

の
で

は
な

く
、

生

活

の
な

か

で
人

間

が
知

を
獲
得

す

る
プ

ロ
セ

ス

こ
そ

が
重

要

と
考

え

る
、

⑤
主

観

性

と
客
観

性

の
総

合

を

目
的

と

す

る
、

㈲

状

況

の
個

別

性

を
重

視

し
、
曖

昧

さ
、

矛

盾

、

印

象

を
包

摂

す

る

こ
と

に
よ

っ
て

暗
黙

的

理

解

や
現

象

学

的

正

確

さ
を
強

調

す

る
、

⑦
最

も

パ

ー

ソ

ナ

ル
で
個

別
的

な

も

の
が
最

も

一
般

的

で
あ

る
と

考

え

て
、

個

が

存

在

す

る

一
般

的

パ

タ

ー

ン
を
記

述

す

る
、

㈹
文

脈

の
な

か

の
人

間

を
全

体

と

し

て
捉

え

る

こ
と

に
よ

っ
て
深

み

の
あ

る
多
角

的

理

解

を

は

か

る
、

㈲

人

間

を

モ
ノ

(臣
ぎ
窃q
ω
)
で
は

な
く

ヒ
ト

(萄

o
-

宮
Φ
)
と
考

え

る
、
⑩
知

識

は
力

で
あ

り
研

究

を
中

立

的

性
格

の
も
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マ ーケティ ングにおけ る参与 と対話の方法

　
　
　

の

と

は

考

え

な

い
。

四

消

費

体

験

の
探

究

マ
ー
ケ

テ

ィ

ン
グ

研

究

に
お

い
て

は
、

消

費

体

験

を
実

存

的

現

象

学

(Φ
邑

簿
魯

臨
餌
一・喜

Φ
8

日
Φ
口
o
一〇
σq
楓
)

の
哲

学

と
方

法

に
よ

っ

て
洞
察

し
、

体
験

の

「
生

き

た
意

味

(一貯
巴

ヨ
Φ
鋤
眩
p
ひq
ご

を
把

握

し

よ

う

と

す

る

試

み

が

↓
げ
o
∋
O
ω
o
昌
"
ピ
o
o
o
コ
山
霞

H
勺
o
罎
o

　
れ
　

に
よ

っ
て
進

め

ら

れ

て

い
る
。

実

存

的

現

象

学

は
実

存

主

義

(Φ
×
一ω
酋①
「詳
一鋤
一一ω
巳
P
)

と

現

象

学

(9

魯

o
旨
①
8

δ
尊

)

の
方

法

を

融

合

し

た

学

問

的

立

場

で

あ

る
。

人

間

を
非

二
元
論

的

観

点

か
ら
考
察

し
、

体

験

を

コ
ン
テ

ク

ス
ト
と

ホ

リ

ス
テ

ィ

ッ
ク
な
視

点

を
重

視

し
な

が
ら

一
人
称

で
記

述

し

よ
う

と
す

る
特
色

が
あ

り
、

方

法

論

的

に

は

つ
ぎ

の
二

つ
の

領

域

に
関

係

が
深

い
。

①

ゲ

シ

ュ
タ

ル
ト

心
理

学

、
②

臨

床
実

践

。

↓
ゴ
o
ヨ
℃
ω
o
コ
ら

は
異

な

る

パ

ー

ス
ペ

ク

テ

ィ
ブ

か

ら

の
世

界

観

を
比
較

す

べ
く
仮

説

を
説

明

す

る

メ

タ

フ

ァ
ー

(ヨ
Φ
β
9

0
H
)
の

分

析

を

お

こ
な

っ
た
。

論

理

実

証

主

義
、

合

理

主
義

、

あ

る

い
は

デ

カ

ル
ト
哲

学

と

も

呼

ば

れ

る
伝

統

的

研

究

の
メ

タ

フ

ァ
ー
は

つ

ぎ

の

二
点

に
要

約

さ

れ

る
。

①

機

械

メ

タ

フ

ァ

ー

(ヨ
碧

三
器

ヨ
Φ
富
嘗

霞

)
、

②

容

器

メ

タ

フ

ァ

ー

(0
8

β

言
巽

ヨ
Φ
β

,

9

0
同
)
。

前

者

は
対

象

を
機

械

と

仮

定

し
、

シ

ス
テ

ム

の
あ

ら

ゆ

る
動

力

学

が
原

理

と
法

則

の
も
と

に
働

く

と

み
な

す
方

法

で
あ

る
。

こ
れ

に

よ

っ
て

つ
ぎ

の
よ

う

な

サ

イ

エ
ン

ス

の
規

範

が
導

き
出

さ

れ

る
。

ω

サ
イ

エ

ン

ス
は

公
式

の
言

語
体

系

(数

学

お

よ

び
操

作

的

用
語

)

を
使

用

す

る
、

②
因

果

法

則

を

明

示
す

る
、

㈹
分

析

的

手

法

を
用

い
る
、

ω

現
象

を

必
要

十

分

な

一
群

の
特

性

に
還

元

す

る
。

一
方

、

後

者

は
、

体

を

心

の
容

器

、

心

を
概

念

作

用

の
容

器

と

た
と

え

る

こ
と

に

よ

っ
て
、
心

身

二
元
論

(ユ
§

一一ω旨
)
を
意

味

す

る
。

そ
し

て
、

人

間

の
認

識
活

動

に

つ
い
て

つ
ぎ

の
ご

と
く

主

張

す

る
。

ω
身

体

の
外

側

で
発

生

す

る
外

的

事

象

は
客

観

的

で
あ

り
、

内

的

事
象

は
主

観

的

で
あ

る
、

②

心

は
外

部

世

界

を
表

わ

す

象

徴

(
シ

ン
ボ

ル
)

を
操

作

す

る
実
体

で
あ

り
、

こ
う

し
た
操

作

に

よ

っ
て
外

部

世

界

は
内
部

意

識

の
な

か

に
も

ち

こ
ま

れ

る
。

シ

ン
ボ

ル
操

作

の
認

識

過

程

は
内

部

的

で
あ

る

の

で
、

そ

の
構

造

や

機

能

は

コ
ン
テ
ク

ス
ト

と

は
無

関
係

に
研

究

で
き

る
、

㈹

対

象

は

体

験

と

は
無

関

係

の
現

実

と

し

て
存

在

し

て
お

り
、

数

学

的

に
正

確

で
言

語

的
曖

昧

さ

の
な

い
真

実

の
記

述

が
あ

る
。

一
方

、

実

存
的

現

象

学

の

メ
タ

フ

ァ
ー
は

つ
ぎ

の
ポ

イ

ン
ト

に

要

約

で
き

る
。
第

一
に
パ

タ

ー

ン
メ

タ

フ

ァ
ー

(℃
鋤
茸
o
「
⇒
ヨ
卑
蝉
,

O
ゴ
自

)
が

あ

る
。

知

覚

的

に
は
区

別

可
能

で
あ

っ
て
も
パ

タ

ー

ン

は
取

り
ま

く

コ
ン
テ

ク

ス
ト

か
ら
独

立

的

に
存

在

す

る

こ
と

は
な

い
。

同
様

に
人
間

を
環

境

か
ら

切

り
離

さ
ず

に

コ
ン
テ

ク

ス
ト

の

な

か

で
捉

え

る

こ
と

が

必
要

で
あ

る
。

こ
う

し

て
、

体

験

を

コ

ン

テ

ク

ス
ト

の
な

か

で
発

生

す

る
も

の
と

し

て
、

い
わ
ば

「
生

き

た

も

の

(=
<
Φ
匹
)
」

と

し

て
記

述

す

る
。

第

二

に
図

と

地

の
メ

タ

フ

ァ
ー

(ゆ
αq
二
吋
Φ
＼鴨

o
仁
コ
臼
B
Φ
件蝉
O
げ
o
「
)

が

あ

る
。

描

か

れ
た
絵

の
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国 際 経 営 フ ォー ラムNo.3

あ

る
部

分

を
図

と

見

れ
ば

残

り

の
部

分

は
背

景

(地

)

と

映

る
。

こ
の
よ
う

に
、

あ

る
パ

ー

ス
ペ

ク

テ

ィ
ブ

か

ら

み

て
図

で
あ

る
も

の
も

別

の
パ

ー

ス
ペ

ク
テ

ィ
ブ

で

は
地

と

な

る
場
合

が

あ

る
。

そ

れ
ゆ

え

つ
ぎ

の
三

つ

の
ポ

イ

ン
ト

を
指

摘

で
き

る
。

ω

体

験

は
図

と
地

の
原

則

の
ご

と

く

生
活

世
界

に
お

け

る

ダ

イ

ナ

ミ

ッ
ク

.
プ

ロ
セ

ス
で
あ

る
、

②

図

と
地

は
両

者

で

一
体

で
あ

る
、

③
思

考

、

感

情
、

知

識

、

イ

メ

ー
ジ
、

想

起

は
焦

点

の
あ

る
意

図
的

現

象

で

あ

る
。

こ
の
よ
う

に
、

体

験

は
文

脈

か

ら
切

り
離

す

こ
と

が

で
き

な

い
。

す

な

わ
ち
、

完

全

な
主

観

性

と

し

て

「
内

部
」

に
位

置

づ

け

る

こ
と

も
、

主

観

性

を
離

れ

た

も

の
と

し

て

「
外
部

」

に
位

置

づ

け

る

こ
と

も

適

切

で

は

な

い
。

第

三

に
視

覚

メ

タ

フ

ァ

ー

(ω
Φ
Φ
ぎ
αq

毎
Φ
$
9

0
「
)

が

あ

る
。

体

験

に
は
、

映

し
出

さ

れ
た

も

の

(「Φ
山
Φ
O
什①
(一)

と

映

し
出

さ
れ

な

い
も

の

(虹
霞
Φ
訟
①
o
措
島
)

が

あ

り
、

過
去

の
先
行

条

件

で
現

在

の
問

題

が
発
生

し

た

の

で
は

な

く
、

現
在

の
生

活

世

界

の
実

存

的

選
択

が
現
象

を

つ
く

る

と
考

え

る

べ
き

で
あ

る
。

消

費

者

研

究

へ
の
両

者

の

ア
プ

ロ
ー

チ
を
比

較

す

れ
ば
表

3

の

と

お

り

で
あ

る
。

実

存

的
現

象

学

に
基

づ

く
研

究

の
展

開

に

お

い
て
中

心
と

な

る

の

は

つ
ぎ

の
概

念

で

あ

る
。
第

一
に

体

験

の
志

向

性

(貯
櫛⑦
亭

二
8

g。
鐸
《
)

を
考

え

る

こ
と

が
必
要

で
あ

る
。

体

験

の
主

体

と
対

象

を

ひ
と

つ

の
統

↓
体

と
把

握

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

志

向

性

を

明

ら

か

に
し
、

研

究

者

の
概

念

カ

テ

ゴ

リ

ー

は
体

験

に
対

し

て
副

表3消 費者研究へのアプ ローチの比較

パ ラダイムの主義 実存的現象学 デ カル ト思想

世 界 観

存在のあり方

研究の焦点

研究のパ ースペ クティブ

研究 の ロジ ック

研究の戦略

研 究の 目標

コ ンテ ク ス ト中心

世界 のなかに

体 験

1人 称

定 言 的

ホ リステ ィ ック

主題(テ ーマ)記 述

機械論的

二 元 論

理論的構造

3人 称

予 言 的

構成要素的

因果的還元主義

(出 典)CJ.Thompson,W.B.Locandcr,andH .R.Pollio,
"P

uttingConsumerExperienceBackintoConsumer

Research:ThePhilosophyandMethodofExistential-

Phenomenology,"JournalofConsumerResearch
,Sep-

tember1989,p.137.

の

　

サ

　

次

的
存

在

で
あ

る

こ
と

を
知

ら

な

け

れ

ば

な

ら
な

い
。

生

き

た
体

　

 

験

は

そ

れ

が
発

生

し

た
特

定

の
生

活

世

界

に
関

し

て
理
解

さ

れ

る

こ
と

が

必
要

で
あ

る
。

第

二

に
自

然

な

対
話

(Φ
ヨ
臼

σq
Φ
馨

窪
甲

一〇
碧

Φ
)
が

あ

る
。

コ
ン
テ

ク

ス
ト

を
明

ら

か

に
し
、
生

き

た
体

験

を
把
握

す

る
た

め

に
は
対

話

の
展

開

が

不

可
欠

で

あ

る

が
、

対

話

の
道
筋

は
参

与

者

に

よ

っ
て

つ
く

ら

れ

る
。
事

前

に
作

成

し

た
質
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問

を
行

う

の
で
は

な

く
、

面

接

の
内

容

は
関

係

者

の
協

力

に
よ

っ

て
構

成

す

べ

き

で
あ

る
。

し

た

が

っ
て
対

話

の
展

開

は
事
前

に
予

測

で
き
な

い
。

第
　三

に
解

釈

(ゴ
Φ
『
ヨ
Φ
づ
2

口
o
Φ
づ
匹
Φ
四
く
o
『
)

が

あ

る
。

現

象

の
記

述

の
解

釈

の
た
め

に
適

切

な
方

法

を

工
夫

し
な

け

れ
ば

な

ら

な

い
。

解

釈

は

テ

キ

ス
ト

の
部

分

と

全
体

を

反
復

的

に

検

討

す

る

こ
と

に

よ

っ
て
進

行

す

る
。

面

接

内

容

を

解

釈

し
、

共

通

パ

タ

ー

ン
を
明

ら

か

に
し

な

が
ら
解

釈

の

コ
ン
テ

ク

ス
ト
を
拡

張

す

る
。

こ
う

し

た
共

通

性

を

テ

ー

マ

(9
①
ヨ
Φ
)

と

呼

ぶ
。
解

釈

の
パ

タ

ー

ン
は
他

の
読

老

に
理

解

で
き

る
も

の

で
な

け

れ
ば

な

ら
な

い
が
、

テ

ー

マ
を
唯

一
の
解

釈

と

考

え

る
必
要

は

な

い
。

㈲

現
象
学
的
面
接

実
存
的
現
象
学

の
考
え
方

に
即
し
て
曝

学
的
面
接

(景

コ
o
目
o
コ
o
ざ
αq
討
鋤
=

暮
臼
≦
Φ
毛
)

が
行

わ

れ

る
。

現

象

学

的

面

接

は
深

層

を

探

究

す

る

た

め
知

ら

さ

れ

た

同

意

(冒
ho
『ヨ
Φ
ユ
o
o
昌
ω
①
葺

)

を

必
要

と

す

る
。

被

面

接

者

は
研

究

の

目
的

、

お

よ

び
内

容

の
録

音

を
事

前

に
伝

え

ら

れ

る
。

ま

た
匿
名

性

が
確

保

さ

れ

る
。

そ

し

て
研

究

の
す

べ

て

の
段
階

で
秘

密

が
保

持

さ

れ

る
。

対
話

の
流

れ

は

む

し

ろ
回

答

者

が

つ
く

る
と
考

え

る

べ

き

で

あ

る
。

面

接

の
意

図

は

会

話

を

つ
く

る

こ
と

に

あ

り
、

「
質

問

-

回
答

」

の
方
式

で
進

め

る

べ
き

で
は
な

い
。

面
接

は
体

験

に

つ
い

て

一
人

称

の
記
述

を
得

る

こ
と

を
目

標

と

す

る
た

め
、

面
接

者

は

回
答

者

が
体

験

を
詳

細

に
、

自

由

に
説

明

で
き

る

コ
ン
テ

ク

ス
ト

を
提

供

す

べ
き

で
あ

る
。

話
題

に

つ

い
て

面

接

者

が
回

答
者

よ

り

も
知

識

を
も

っ
て

い

る
と
考

え

て
面

接

を

始

め

て
は
な

ら

な

い
。

焦

点

は
被

面

接
者

の
体

験

に
あ

り
、

か

か

る
意

味

で
回
答

者

を

専

門

家

と

み
な
す

べ
き

で
あ

る
。

質

問

は

で

き

る
だ

け
具

体

的

事

象

に
関

し

て
行

う

べ
き

で

あ

る
。

こ
う

す

れ

ば

回
答

者

は
体

験

を
詳

細

に
、

生

き

た
形

で
説

明

す

る

こ
と

が

で

き

る
。

フ

}
の
製

品

は

あ

な

た

に
と

っ
て
ど

の
よ

う

な

意

味

が

あ

り

ま

す

か
L
と

尋

ね

る

の

で
は
な

く
、
「
あ
な

た

は

こ

の
製

品

を

い

つ
ご

ろ
使

い
ま

し

た

か
」

と

問

う

べ

き

で

あ

る
。

こ
の
よ
う

に
質

問

は
記

述

的

性
格

を

も

つ
こ
と

が
望

ま

し

い

(「
×
は

ど

の
よ

う

で
あ

る

か
」

「
あ
な

た

は

そ

の
時

ど

の
よ

う

に
感

じ

た

か
」
)
。

関

連

質

問

を
行

う

場
合

に
は

回
答

者

自
身

の
言
葉

を
引

用

す

る
と
効

果

的

で
あ

る
。
質

問

で
最

も
重

要

な

こ
と

は

■
な

ぜ

(≦
ξ

)
L
と

い
う

問

い
を
避

け

る

こ
と

で
あ

る
。

こ
う

し

た
質

問

は

つ
ぎ

の
二

つ

の
理
由

で
生

き

た
体

験

の
記
述

を
阻

害

す

る
恐

れ

が

あ

る
。

ω

回
答

者

が
行

為

の
合

理

化

(轟

口
o
昌
巴
冒
讐
一〇
口
)

を
要

請

さ

れ

て

い

る
と
感

じ

て
防
衛

的

反

応

を
示

す
、

②

回
答

者

が
分

析
的

立

場

で
行

為

を
説

明

す

る
。

ま

た
、

面

接

者

は

非

指

示
的

(】P
O
ロ
ー(一一村
①
O
辞
一く
Φ
)

な
聞

き

手

と

な

っ
て
面

接

を
進

行

さ

せ

る
。

サ
イ

エ
ン

ス

の
伝
統

で
は
記

述

は

理
解

の
予

備
的

段
階

で
あ

り
、

研

究
者

は

三
人

称

の
パ

ー

ス
ペ

ク

テ

ィ
ブ

か
ら

現
象

を
客

観

的

に
考
察

す

る
。

し

か

し
実

存

的

現

象

学

は

一
人

称

で
現
象

を

記
述

す

る
。

三
人
称

の
記

述

の
問

題
点

は
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つ
ぎ

の

二
点

に
要

約

で
き

る
。

ω

現
象

の
質

的

差

異

や
体

験

の
内

容

が
分

ら

な

い
、

②

理
論

的

抽

象

を
志

向

す

る
た

め
生

き

た
体

験

を

そ

の
ま

ま
表

わ
す

こ
と

が
難

し

い
。

つ
ぎ

に
録

音

を
筆

記

し
、

解

釈

の
局

面

へ
移
行

す

る
。

文

字

化

さ

れ

た
面

接

内

容

を

テ

キ

ス
ト

(8
図
侍)

と
呼

ぶ
。

テ

キ

ス
ト

へ

の
依

存

は

つ
ぎ

の
ご

と

き
規

範

を
意

味

す

る
。

ω
解

釈

は

回
答

者

自

身

の
言

葉

に
依

拠

し

て
行

う

べ
き

で
あ

る
。

研

究

者

の
言
葉

へ

の
移

し

か
え

は
生

き

た
体

験

の
感

覚

を
失

わ

せ

る
、

幻

テ
キ

ス
ト

は

回
答

者

の
考

え

を
反

映

し

た
デ

ー

タ

の
自

律

的

集

合

と

し

て
扱

う

べ

き

で

あ

る
。

自

律

的

(禽。
9
8

0
ヨ
o
湊

)

と

は

つ
ぎ

の

二
点

を

示
唆

す

る
。
①

回

答

者

の
記

述

を
他

の
方

法

で
検

証

し
な

い
、

②

解

釈

に

テ

キ

ス
ト

が
与

え

る
証

拠

を
越

え

た
仮

説
、

推
論

、

憶

測

を
交

え
な

い
、

㈲

現

象

に
関

す

る
先

入
的

概

念

は
括

弧

に
入

れ

て
解

釈

を
行

う

べ
き

で
あ

る
。

ま

た
、

解

釈

は
複

数

の
人

間

に

よ

っ
て
行

う
。

必
ず

し
も

専

門

家

で
な

く

と

も
、

解

釈

に
十
分

な

時

間

と

活

動

を
注

ぐ
意

欲

を

も

つ
人
間

を
集

め

る

こ
と

が
必

要

で
あ

る
。

メ

ン
バ

ー
は
互

い

の
解

釈

の
前

提

を

検

討

す

る

こ
と

に

よ

っ
て

「
括

弧

入

れ

(ぴ
鑓

o
評
㊦
サ

一コ
αq
)
」

を
捉

進

す

る
。

解

釈

は
対

話

記

録

に
戻

っ
て
評
価

し
、

必

要

が

あ
れ

ば

追
跡

調

査

の
た

め

の
質

問

を
行

う

。

回

答
者

の
生

き

た
体

験

を
把

握

で
き

た

か

ど
う

か
を
知

る
た

め

に
、

対

話

の
な

か

で

の
回
答

者

自
身

の
言
葉

が
解

釈

を
支
持

し

て

い
る

か
ど

う

か
を

確

認

す

る
。

ま

た
、

解

釈

は
部

分

と

全
体

の
関

連

づ

け

を
継

続

的

に
行

う

プ

ロ
セ

ス
で
あ

る

た

め
、

対

話

記
録

の
初
期

の
部

分

を
後

半

の
部

分

に
照

ら

し

て
評
価

し
直

す
試

み

が
常

に
な

さ

れ

る
。

複

数

の
人

間

で

の
解

釈

は

つ
ぎ

の
利

点

を
享

受

で
き

る
。

ω
広

範

な

パ

ー

ス
ペ

ク

テ

ィ
ブ

が
新

た

な

パ

タ

ー

ン

の
発

見

を
促

す
、

②
作

業

の
共

有

に
よ

っ
て
入
念

な

検

討

が
可
能

と
な

る
、

⑧

単

独
作

業

で
の
単

純

さ

と

不
安

を
回

避

で
き

る
。

以

上

に

よ

っ
て
体

験

の
な

か

の
共

通

パ

タ

ー

ン
を
発
見

す

る
・

↓
ゲ
o
ヨ
場

。
唱
ら

は
主

婦

を
対

象

と

し

た
面

接

調

査

か

ら

日

常

の

買

物

の
意

味

を
知

る
試

み
を

お

こ
な

っ
た
。

面
接

の
解

釈

に
よ

っ

て

つ
ぎ

の
三

つ
の
テ

ー

マ
が
浮

上

し

て
き

た
。

こ
れ

ら

の
ゲ

シ

ュ

タ

ル
ト
的

相

互

作

用

が
自

由

な
選

択

の
意
味

を
形

成

し

て
い

る
。

①

選
択

の
制

約

と
自

由

、
②

選

択

の
計

画
性

と
衝

動

性

、

③

選

択

に

お
け

る
感

覚

性

と
慎

重

さ
。

常

識

的

に
は
、

制

約

が
な

く
、

計

画

性

が
あ

り
、

慎

重

で
あ

る

こ
と

が
自

由

な

選
択

の
意

味

と

み
な

さ

れ

る

が
、

実

際

の
消

費

体

験

の
な

か

で
は
、

主

婦

は

正

し

い
購

買

意

思

決
定

に
対

し

て
十

分

な
自

信

を

も

っ
て

い
る
わ

け

で
は
な

く
、

制

約

さ

れ

た
状

況

や
計

画
性

を
放

棄

し

た

な

か

で

こ
そ
自

由

を
感

ず

る
と

い
う
矛

盾

し

た
感

想

が
あ

る
と

い
え

る
。

注(
1

)

℃
・
閃
①
鋤
ω
8

餌
&
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・
閑
o
≦

碧

(①
α
卯
)

思
ミ

紬§

壽

§

嶋
ミ
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ω
Φ
コ
ω
p
ぎ
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ミ

駄
.も

p

二

ω
山
ω
S

(
4
)

ミ

罫

司
。
「
窒

。
a

・

(
5

)

夷

。
器

p

、・〉

壁

含

。
巴

罠

。・
島
督

{
。
『
同
Φ
ω
Φ
-。
【
。
戸
、.

冒

ミ

蹴
`
暑

・
㊤
㌣

二

・。
'

(
6
)

ミ

鉢

も

唱
』

口

。
ω
・

(
7
)

体

験

的

研

究

に

つ

い
て

の
説

明

は

つ
ぎ

の
も

の

に
基

づ

く
。

冒

ぎ

=
Φ
§

島

×
星

Φ
5
二
曽
冨

ω
窪

g

ヨ
Φ
9

。
ユ
。
一。
ぴq
ざ
、.

冨

奪
ミ

も

三

㎝
ω
自

ρ

9

=
Φ
塁

、.℃
喜

ω
8

三
。
-。
;

餌
ω
凶ω

h。
「
雲

睾

。
慧

島
窟

㌔.
貯

ミ

叙
も

三

㊤
由

・

(
8

=

・
閃
暑

ま

昌
亀

.
雪

ω
。
昌
"
.、。
暮

帥
匹

"
αq

・。
①
p
ω
Φ
～
、
一コ

ミ

亀
幽も

p

に

ω
山

ω
刈
.

(
9
)

ξ

メ

国
α
①
p

..ω
琶

轟

旨

『
Φ
ω
①
m
『
9

≦
。
『
宵

℃
-。
『
,

菖
g

9・
幕

吋
①
ω
霞

。
ご

づ
恥

冨

「
。
芭

Φ
塁

コ
鼻
、、
一ロ

ミ

も

や

圏
ω
歯
①
0
.

(-o
)

金
井
壽
宏
稿

「
経
営
組
織
論

に
お
け
る
臨
床
的

ア
ブ

.
ー
チ

と
民
俗
誌

的

ア
プ

ロ
ー
チ
」
神
戸
大
学
国
民
経
済
雑
誌
、
第

一
五

九
巻
第

一
号
、

一
九

八
九
年
、

五
五
～
八
五
ペ
ー
ジ
。

(
n
)

「
』

8

ω
。
葛

巳

旨

閑
。
器

昌

(巴

ω
・)
忌

・
ら
鈷

〉
津
Φ
『
,

≦
o
a

.

(
12
)

本

節

の
説

明

は

つ
ぎ

の
も

の
に
基

づ

く
。

。
琶

。q

}
』

げ
。
暑

ω
。
p

ヨ

目
凶-・
ヨ

切
・
ピ
。
§

住
Φ
『
～

ロ
。

ぎ

惹

a

即

℃
監

p

壱

g
什
圃農

9

・
ω
琶

會

国
巻

巴

Φ
旨

Φ

しu
婁

凶§

0
8

ω
§

Φ
夷

Φ
ω
Φ
餌
§

日
臣

Φ

℃
包

。
ω
8

ξ

蝉
口
畠

箒

ぎ

畠

。
{

蜜

ω
§

量

-℃
琶

§

§

δ
撃

"、
言

【
p
曽
;

隔

0
8

ω
§

Φ
夷

Φ
ω
Φ
9・
喜

ω
8

梓
Φ
g

Φ
二

㊤
。。
㊤
も

。
』

ω
と

㎝
旧
○

9

爵

。
居

ω。
p

芝

』

.
ピ
。
§

α
Φ
6

巳

・=
・
幻
も

。
密
。
㌦
.霞

Φ

野

巴

ζ
§

嵩

。
{

閏
§

9

。
§

…
雪

窪

ω
§

量

,

穿

§

§

邑

。
αq
凶8

;

①
ω。
同
喜

。
:

岳

く
$

量

o
。
馨

ヨ
霞

穿

善

①
§

ω
。
h
9

幕

暮

。
§

を

拶
三

巴

ぎ

ヨ
①口
・、.
」
。
ロ
『,

邑

。
h
o
8

ω§

臼

勾
①
ω
Φ
鴛

げ
も

①
8
g

①二

8
ρ

亭

ω
串

ま

ド

(
13
)

本

節

の
説

明

は

つ
ぎ

の
も

の
に
基

づ

く
。

奪
ミ
・

三

参
与
観
察
の
方
法

O

特

色

つ
ぎ
に
参
与
襲

(景

喜

9
…

げ
ωΦ藩

頴
。
昌
)
の
方
法
に

つ

い
て
社

会

学

者

の

∪
.
冒
●
}
自

αq
Φ
コ
ω魯

の
研

究

に
依

拠

し

つ

つ

説

明

し

た

い
。

参

与

観

察

は
研

究

者

が
現

象

に
参

与

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
観

察

を
行

い
、

デ

ー

タ
を
収

集

し
、

理

論

を

つ
く

る
研
究

方

法

で
あ

っ

て
、

社

会

学

や
文
化

人

類

学

を
中

心

に
用

い
ら

れ

て
き

た
。

既

述

の
よ
転

混

マ
ー
ケ

テ

ィ

ン
グ

に

お

い

て
も

一
九

八
〇
年

代

の
末

期

か
ら

こ
う

し

た
方

法

へ
の
関

心

が
高

ま

っ
て

い
る
。

一
。
「
αq
①
錦

Φ
コ

に

よ

れ
ば
参

与

観
察

は

つ
ぎ

の
よ

う

な
場

合

に
適

切

と

い
え

る
。

ω

現

象

に

つ

い

て
既

知

の
内

容

が

乏

し

い
、

②

内

部

者

(一ロ
,

ω
己
o
H
)

と

外
部

老

(O
口
けω
帥α
Φ
『
)

で
見
解

に
重

大

な
相

違

が

あ

る
、

㈹

現

象

が
外
部

者

か

ら

は
分

り

に
く

い
、

ω

現

象

が
表

面

に
現

わ
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れ

て

い
な

い
。

参

与

観

察

は

日
常

生
活

の
現

実

の
な

か
か
ら

人

間
生

活

に

つ
い

て

の
実

践

的

か

つ
理
論

的

真

理

を
探

究

す

る
方

法

で
あ

る
。

そ

こ

で
方

法

的

特

色

と

し

て

つ
ぎ

の
よ
う

な

ポ

イ

ン
ト

を

指

摘

す

る

こ

と

が

で
き

る
。

ω
内

部

者

の
視

点

を
尊

重

す

る
。

日
常

生

活

に

お

い

て
人

間

は
現

実

世

界

に
意

味

を
与

え
、

意

味

を

基

礎

と

し

て
相

互

作

用

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

個

人

と

し

て

の
現

実

を

も

つ
。

ネ

イ

テ

ィ
ブ

(轟

臨
く
Φ
)
、

メ

ン
バ

ー
な

ど

の
内

部

者

の
現

実

に

は
外

部

者

は
触

れ

る

こ
と

が

で
き

な

い
。

参

与

観
察

は

こ
う

し
た
内

部

者

の
立

場

か
ら

み
た
人

間

存

在

の
意

味

に
焦

点

を

あ

て

る
、

鋤

日

常

生

活

の
世

界

か

ら
出
発

す

る
。

日
常

生

活

の
世

界

と

は
、

人

間

存

在

の
、

通

常

の
、

あ

り

ふ

れ

た
、

典

型

的

な
、

ル
ー

チ

ン
な

・

自

然

な

環

境

で
あ

る
。

実

験

や

サ

ー
ベ

イ

に
お

け

る
人

工
的
、

操

作

的

環

境

と

は
異
質

の
対

象

を
扱

う
、

㈹

人

間
存

在

の
解

釈

と

理

解

に
ポ

イ

ン
ト

を

お

く
。
参

与

観
察

は
解

釈

的

理

論

(言
什巽

震
Φ

欝
ユ
<
。

昏
Φ
。
『
δ
ω
)

と
関

係

が
深

い
。

こ
れ

は
現

象

の
説

明
、

予

測
、

統

制

を

目

的

と
す

る

も

の

で
は
な

い
、

㈲
開

放

的

論

理
と

探

究

プ

ロ
セ

ス
を
重

視

す

る
。

問

題

点

は
実

際

の
研

究

背

景

か
ら

具

体

的

に
定

義

す

る
。

発

見

の
論

理

に
重

点

を
置

き
、

人

間

の
現

実

に
基

礎

を

お

い
た
理

論

を
構

築

す

る
。
直

接

体

験

と
、

柔

軟

で
開

放

的

研

究

プ

ロ
セ

ス
を

重
視

す

る
、

⑤

ケ

ー

ス

・
ス
タ
デ

ィ
を
行

う
。

参

与

観

察

は

一
般

的

に
ケ

ー

ス

・
ス
タ
デ

ィ

の
形

で
行

わ

れ
・

個

別

の
事

例

を
詳

細

に
記

述

し
、

分
析

す

る
。

現

象

の
ホ

リ

ス
テ

イ

ッ
ク
な

吟

味

を
重

視

し
、

構

成

要

素

の

コ
ン

テ
ク

ス
ト

か

ら

の

分
離

を
避

け

る
、

㈲

研

究

者

は
参

与

者

と
な

る
。
参

与

者

は
内

部

者

の
立

場

で
日
常

生

活

に
接

近

し
、

相

互
作

用

を
体

験

し
、

観

察

す

る
。

関
与

を
内

部

者

に
明

ら

か

に
す

る
様

式

(o
<
o
誹
)
と

秘

密

裡

に
行

う
様

式

(O
O
<
Φ
嵩
)
、
な

ら

び
に
特

定

の
内

部

者

に
知

ら

せ

る
様

式

が

あ

る
。

し

た

が

っ
て
参

与

観

察

の
成
否

の
ポ

イ

ン
ト

は

つ
ぎ

の
三
点

に
あ

る
。
①

参

与

者

、

②

フ

ィ

ー

ル
ド

の
人

間
、

③

相

互
作

用

の

コ
ン
テ

ク

ス
ト
、

ω

直

接
観

察

(巳
「Φ
2

0
ぴ
ω
9
ぐ
甲

試
o
昌
)

を
中

心

に
情

報

を

収

集

す

る
。

そ

の
ほ

か
、

新

聞

、

手

紙
、

日
記

、

写

真

な

ど

を
活

用

す

る
。

ま

た
情
報

提

供

者

と

し

て

の
イ

ン

フ

ォ

ー

マ
ン
ト

(一昌
hO
嘱ヨ
坦
昌
叶)

を
発

見

す

る

こ
と

が
重

要

で
あ

る
。

情
報

収

集

の
方

式

は
、

日
常

会

話

、

面

接
、

ア

ン
ケ

ー
ト
調

査

な

ど

で
あ

る
。

口

日
常

生
活

へ
の
参
与

("
ぎ

に
日
常
生
活

へ
の
参
与

の
原
則
と
方
法

に
つ
い
て
説

明
し

た

い
。

研
究
者

の
現
象

へ
の
位
置

が
観
察

内
容

を
決
め

る
。
観
察

は
人

間

の
身
体
的
所
在

(喜

携
け
覇・
=
0
8

仲凶o
コ
)

と
社
会
的
所
在

(ω
亨

。
尾

§

鉱
。
嵩
)
に
依

存

し
、
観

察

の
可
能

性
、
特
質

、
お

よ

び
機

会

を
定

め

る
。

外
部

者

に
は
意

味

の
な

い
行

為

で
あ

っ
て
も
、

内

部

者

に

は
重

要

で
あ

る
も

の
も
少

な

く

な

い
。

身

体

的

お
よ

び
社

会

的

所

在

は
対
象

と

な

る
現

象

へ
の
パ

ー

ス
ペ

ク

テ

ィ
ブ

を
与

え
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る
。

し

か
も
完

壁

な

所

在

や

パ

ー

ス
ペ

ク

テ

ィ
ブ

は
な

い
。

パ

ー

ス
ペ

ク

テ

ィ
ブ

の
適

切

さ

は
対

象

と

し

て

の
問

題

に
よ

っ
て
変

化

す

る
。

ど

の
よ
う

な

パ

ー

ス
ペ

ク

テ

ィ
ブ

も

限
界

や
バ

イ

ァ

ス
を

も

っ
て

い
る

こ
と

を
知

り
、

参

与

者

は
役

割

が
観
察

を
制

限

し

た

り
、

促

進

す

る

こ
と

に
注
意

を
払

う

必
要

が

あ

る
。

そ

れ
ゆ

え
、

研

究

者

は
異

な

る
見

方

(碧

ひq
δ

と

パ

ー

ス
ペ

ク

テ

ィ
ブ

を
不

断

に
探

究

す

べ

き

で
あ

る
。

参

与

者

の
役
割

は
完

全

な

外
部

者

(o
o
ヨ
且
Φ
審

。
¢
梓
ω己
Φ
H
)

か

ら
完

全

な
内

部

者

(o
o
ヨ
覧
Φ
8

営
ω
己
臼
)

ま

で

の
連

続

体

の
う

え

に
位

置

づ

け

ら

れ

る
。

研

究

者

の
見

る

こ
と

、

聞

く

こ
と
、

触

れ

る

こ
と
、

味

わ
う

こ
と
、

に

お

い
を

か

ぐ

こ
と
、

あ

る

い
は
感

じ

る

こ
と

は
参

与

の
程

度

に
依

存

す

る
。

参

与

と
観

察

は
両

立

し

な

い
と

い
う

考

え
方

が

あ

る
。

し

か

し
、

研

究

者

は
経
験

を
積

む

こ
と

に
よ

っ
て

こ
れ
を

克

服

で
き

る
。

む

し

ろ
発

見

は

日
常

生

活

に
、

直

接

に
、

個

人

的

に
、

実

存

的

に
関

与

す

る

こ
と

で
可

能

と

な

る

と
考

え

ら

れ

る
。

研

究
者

は
主

観

的

関

与

を
通

じ

て
多

く

の

パ

ー

ス
ペ

ク

テ

ィ
ブ

か

ら
、

人

々
の
思

考

、

感

情

、

行

動

を
直

接

に
知

る

こ
と

が

で
き

る
。

外

部

者

と

し

て

の
参

与

(状

況

の
な

か

に
存

在

す

る
外

部

者
)

は
現

象

の
表

面

的

特

徴

、

関
係

、

パ

タ

ー

ン
な

ど

を
発

見

す

る
。

研

究

者

の
身

分

を

明

ら

か

に
し

て
参

与

す

る
方

法

は
研
究

へ
の
集

中

を

可
能

と

し
、

倫

理

的

問
題

を

回
避

で

き

る
利

点

が

あ

る

が
、

人

々
が
通

常

と

は
異

な

る
反

応

を

示

す
欠

点

が
あ

る
。

参

与

の
時

間

が
長

け

れ
ば

長

い

ほ
ど
、

あ

る

い
は
頻

繁

で

あ

れ
ば

あ

る
ほ

ど
、

外

部

者

の
存

在

は
自

然

な

も

の
と
受

け

と

め

ら

れ

る
。

ま

た
、

研

究

者

が
外

部

者

と

し

て
参

与

し
な

が
ら
内

部

者

の
問

題

に
深

く
関

与

す

る
方

式

が

あ

る
。

こ
う

し

た
場

合

に
は
、

完

全

な
外

部

者

よ

り
も

内

部
者

の
領

域

に

一
歩
踏

み

こ
ん

だ
役

割

を
担

う
。

研
究

者

は

し
ば

し
ば

問

題

に
対

す

る
専

門

的
助

言

を
期

待

さ

れ

る
。

す

な

わ

ち
参

与

し
観
察

す

る

だ
け

で
は
な

く
、

問
題

に
関

与

し
解

決

に
協

力

す

る
方

法

で
あ

る
。

人

間

の
体

験

の
深

い
意
味

は
内

部

者

の
日
常

生

活

に
同

じ
立

場

で
参

与

し

て
は

じ

め

て
理

解

で
き

る
。

内

部

者

と

し

て

の
役
割

は

環
境

に
よ

っ
て
与

え

ら

れ
、

研
究

の
進

行

に
と

も

な

っ
て
変

化

す

る
。
複

数

の
役

割

を
遂

行

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
異

な

る
観

点

や
パ

ー

ス
ペ

ク

テ

ィ
ブ

に
触

れ

る

こ
と

が
可
能

と

な

り
、

研

究

者

は
現

象

の
包

括

的

で
正
確

な
姿

を

把

握

で
き

る
。

参

与

が
深

く
浸

透

し

た
段

階

に

お

い
て

「
現

象

に

な

る

(げ
Φ
o
o
ヨ
冒
mq
9
Φ

9

①
づ
o
ヨ
Φ
昌
o
鵠
)
」

と

い
う
事

態

が
発

生

す

る
。

か

か

る
状

況

は
主

観

性

の
支

配

と

い
う

意
味

で
学

問
的

立

場

か
ら
批

判

さ

れ

る

こ
と

も

あ

る

が
、
参

与

観

察

の
ポ

イ

ン
ト

が

内
部

者

と

し

て

の
日
常

生
活

の
体

験

に
あ

る
と

す

れ
ば

、

そ

の
た

め

に
現
象

に
な

り
、

現

象

を
実

存

的

に
体

験

す

る

こ
と

が
必
要

と

い
え

る
。

重

要

な

こ
と

は
研

究

者

が
観
察

結
果

を
批

判

的

に
分
析

し
、

解
釈

す

る

こ
と

で
あ

る
。

近

年

は

こ
う

し

た
方

法

を
用

い
る

研

究

者

が
増

加

し

て
き

た
。

180
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⇔

観

察

と
情
報

収
集

つ
ぎ

に
観

察

と
情

報
収

集

に

つ
い

て
説

明

し
た
(匝
・

観

察

(O
び
。αΦ
署

m
甑
o
昌
)

は
参

与

の
瞬

間

に
始

ま

る
。

初

期

の
、

焦

点

を

し

ぼ

ら
な

い
観

察

(§

ho
8

ω
巴

o
げ
。。9
<
餌
鉱
8

)

に

お

い

て
は
、

内
部

者

の
世
界

に
な

じ

み
、

以

降

の
観

察

と
デ

ー
タ
収

集

を

ス
ム

ー
ズ

に
運

ぶ

こ
と

が
目
標

と

な

る
。

こ
の
た

め

に
研

究

者

は
現

象

に
対

し

て
開

か
れ

た
態

度

で
接

す

る

こ
と

が
必

要

で
あ

る
。

新

し

い
状

況

の
な

か

で
、

空

間

の
物

理

的

特

色

を

明

ら

か

に
し
、

人
間

の
性

別

や
年

齢

を
知

り
、

さ

ら

に
社

会

的

ス
テ

イ

タ

ス
や
配

偶

者

の
有
無

な

ど

を

読

み
と

る
。

観

察

を
通

じ

て
状

況

の
イ

メ

ー

ジ

を

固

め
、

焦

点

を

し

ぼ

っ
た
観

察

(8
2

ω巴

o
げ
ωΦ
「<
駐

8

)

に
移

行

す

る
。

焦

点

を

あ

わ
せ

る
た

め

に
は
広

い
範

囲

か
ら
徐

々

に
特

定

の
も

の
に
注
意

を
向

け

て

い
く
方

法

が
良

い
。

焦

点

を

し

ぼ

る

こ
と

に
よ

っ
て
関

与

が
深

ま

り
、

非

公
式

的

会

話

や
何

気

な

い
質

問

が
進

行

す

る
。

参

与

者

の
習

熟

度

が
深

ま

る

に

つ
れ

て

こ

う

し
た

過

程

は

ス
ム

ー
ズ

に
進

行

す

る
。
会

話

の
な

か

で
は
聴

く

こ
と

(一一ω
8
乱
昌
ひq
)

を
中

心

と

し

て
デ

ー
タ
を
収

集

す

べ
き

で

あ

る
。

問

う

こ
と

(Ω
信
Φ
ω鉱
8

ぎ
σq
)
は

話

し

を
継

続

さ

せ
、

討
議

を

促

進

し
、

会

話

を
方

向

づ

け

る

た

め

に
有

効

な

手

段

で
あ

る
。

問

題

が
明
確

に
な

れ
ば

参

与

的

研

究
者

は

面
接

を
用

い
る

こ
と

が

で
き

る
。

質

問

の
実

施

に
関

し

て
は
経

験

則

と
し

て

い
く

つ
か

の
ポ

イ

ン
ト

が
あ

る
。

ω

シ

ン
プ

ル
な

も

の
か
ら
体

系

的

方

法

へ

進

む
、

②

研

究

の
紹

介

は

一
般
的

内

容

で
済

ま

せ
喋

り
す

ぎ

な

い
、

⑧

内

部

者

に
課

題

へ
の
協

力

を
要

請

す

る
、

傾
発

言

の
内

容

を

再

度

述

べ

て
相

手

に
確

認

す

る
、

⑤

.、≦
ξ

、.
の
質

問

は

避

け

て

.、『
。
妻

、、

..碁

讐

、
.

..多

窪

、.

..多

Φ
お

.、
を

尋

ね

る

、

㈲

比

較

(O
O
『口
層
如
「
一ω
O
口
)

と

対

照

(o
o
韓
「
帥
匁
)

の
質

問

を

活

用

す

る
。

非

公
式

面
接

(ぎ
ho
「ヨ
餌
=

葺

Φ
「
≦
Φ
≦
)

は

日
常

会

話

の
自

然

な

流

れ

の
な

か

で
行

わ
れ

る
方

法

で
あ

る
。

し

た

が

っ
て
、

何

に

つ

い

て
、

い
か

に
話
題

を
展

開

す

る

か
と

い
う

詳

細

は
事

前

に
決

め

な

い
。

内

部

者

と

の
間

に

ラ
ポ

ー
ト

(冨

b
℃
o
誹
)
を

つ
く

り
、

面

接

へ
の
協

力

的

態

度

を
醸

成

す

る

こ
と

が
狙

い
と

な

る
。

し

か
し

面

接

の
内

容

は
記

録

と

し

て
残

す
。

こ
れ

に
対

し

て
、

公
式

面

接

({o
吋
ヨ
鶴
=

昌
臼
く
冨
≦
)

は
構

造

化

さ

れ
た

一
連

の
質

問

を
用

い

て
異

な

る
内

部

者

に

つ
ぎ

つ
ぎ
と

同

じ

よ
う

な
方

法

で
問

い
か
け

る
方

法

で
あ

る
。

そ

れ

ゆ

え
均
質

性

の
高

い
デ

ー
タ
を
体

系

的

に

生

み
だ

す

こ
と

が
可

能

と

な

る
。

こ
の
た

め

に

は
、

研
究

者

が
質

問

の
適

切

性

を

し

っ
か
り

と
認

識

し

て

い
る

こ
と
、

対

象

と

の
間

に
十

分

な

ラ
ポ

ー
ト

が

あ

る

こ
と

が
必
要

で
あ

る
。

し
た

が

っ
て

公
式

面
接

は

フ

ィ

ー

ル
ド

ワ
ー

ク

の
後

半

に
実

施

す

る
。

ア

ン
ケ

ー
ト

(書

Φ
ω
臨
o
き

魔。
貯
Φ
)
は

こ
う

し

た
方
式

の

一
種

で
あ

る
。

参

与
観

察

と

関
連

し

た
面

接

の
特

殊

形
態

に
深

層

面

接

(凶亭
住
Φ
b
跨

営
8
2

δ
毛
)

が

あ

る
。

こ
れ

は

課

題

に

つ

い

て
特

に
深

い
知

識

を

も

つ
人

々
を
対
象

と

し

て
行

わ

れ

る
。

広
範

な
知

識

を
も

ち
、

面
接

に
進

ん

で
協

力

す

る
人

々
を

イ

ン

フ

ォ
ー

マ
ζ

と

呼

ぶ
.

麟

深
層

面
接

は
内
部
者

の
生
活
史

(厳
Φ
三
ω
8
蔓

)
を
探
究

す
る
目
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的

で
行

わ

れ

る
。

以
上

の
ほ

か
、

さ
ま

ざ

ま

な

記

録
、

工
芸

品

な

ど

を
調

査

し
、

情

報

を
入

手

す

る

こ
と

が

で
き

る
。

ま

た
、

研
究

者

が
会

員

の
資

格

(ヨ
Φ
ヨ
ぴ
臼
ω
霞
O
)

で
得

た
体

験

は

価

値

あ

る
情

報

で

あ

る
。

内

部

者

の
立

場

で
感

ず

る

(冷
Φ
})

こ
と

に
よ

っ
て

エ

モ
ー

シ

謝

ン
や
感

情

を
知

る

こ
と

が

で
き

る
。

四

分
析
と
理
論
構
築

つ
ぎ
に
情
報
を
分
析
し
理
論
化
す
る
た
め
の
方
法
を
説
明
し

た
(撃フ

ィ

ー

ル
ド

に

お

い
て
収
集

さ
れ

た
デ

ー
タ

は

メ

モ

(昌
0
8
)

と

し

て
蓄

積

さ

れ

る
。

メ

モ
は
整

理

さ

れ
、

コ
ー
ド

化

さ

れ

て
、

フ

ァ
イ

ル

の
な

か

に
納

め

ら

れ
、

定

期

的

に
見

直

さ
れ

る
。

こ
う

し

た
作

業

を
通

じ

て
問
題

と
事

実

と

の
関
連

が
明

ら

か
と

な

る
。

分
析

方

法

の
要

諦

は

つ
ぎ

の
と

お
り

で
あ

る
。

ω

構

成

要

素

の
観

点

か
ら

現
象

を
知

り
、

分

類

す

る
、

②
事

実

間

の
パ

タ

ー

ン
と
関

連

性

を
探

究

す

る
、

㈹
現

象

間

の
比

較

と

対

照

を

行

う
。

デ

ー
タ

の

コ
ー
ド

は

よ

り
大

き

な

単
位

へ
の
分
類

、

選

択

、

組

織
化

、

再

組
織

化

に
続

く
。

こ
れ

は
時

間

を

か
け

て
行

わ

れ

る
場

合

も
、

一

瞬

の
ひ

ら
め

き

で
行

わ

れ

る

場
合

も

あ

る
。

デ

ー

タ

の
整

理

の
な

か

で
文

献

や
理

論

を
参

照

す

る

こ
と
、

な

ら

び

に
イ

マ
ジ

ネ

ー

シ

ョ
ン
を

み
が
く

こ
と

が
必

要

で
あ

る
。

デ

ー
タ

の
分

析

を
通

じ

て
、

事

実

の
意
味

あ

る
パ

タ

ー

ン
の
体

系

化

と

い
う

理

論
化

の
作

業

が
開

始

さ

れ

る
。

理

論

と

は

説

明

や

解

釈

に
よ

る
事

実

の
整

理

で
あ

る
。
参

与

観
察

に
関

係

し

た
理
論

化

の
様

式

は

つ
ぎ

の
と

お

り

で

あ

る
。

ω

抽

象

化

(餌
げ
ω
茸
o
O

菖
o
昌
)

に
よ

っ
て
デ

ー
タ

か
ら

の

一
般

化

を

は

か

る
分

析

的

帰

納

法

(餌
鵠
巴
《
二
〇

ぎ
畠
ロ
o
菖
o
づ
)
。

こ
れ
は

つ
ぎ

の
四
段

階

よ

り
構

成

さ

れ

る
。

①

事

実

の
本
質

的

特
徴

の
決

定
、

②

よ

り

一
般

的

で
あ

る
本
質

的
特

色

の
抽

象

、
③

一
般

性

の
検

証

、
④

関
数

的

表

現

へ

の

定

式

化
。

②

感

受

概

念

(ωO
昌
ω
筐

N
冒
αQ

O
O
コ
0
8

汁ω
)

(自
・

国

已
昌
臼

)
。

感

受

概

念

は
実
際

の
経

験

的

事

例

で

の

ヒ

ン
ト

や
示

唆

に
よ

っ
て
経

験

世

界

の

一
般

的
特

色

を
明

ら

か

に
す

る
役

割

を

は

た
す
。

こ
れ

に

よ

っ
て
研

究

老

は
現

象

の
独

自

性

と
関

係

を
知

る
。

概

念

は
経

験

を

通

じ

て
テ

ス
ト

さ

れ
、

改

善

さ

れ
、

精

練

さ

れ

る
。

研

究

者

は
理

論

的

ア
イ
デ

ア

が
、

い

つ
、

ど

こ

で
、

ど

の

よ
う

に
、

ど

の
程
度

ま

で
妥

当

か
を

日
常

生

活

の
世
界

の
な

か

で

検

討

す

る
。

⑧
参

与

観

察

で

の
理

論

の
帰
納

的

構

築

を

は

か

る
グ

ラ
ウ

ン
デ

ッ
ド

・
セ
オ

リ

ー

(讐

O
虹
昌
血
Φ
血
9
Φ
o
「
《
)
。

こ
れ

は

つ

ぎ

の
四

段
階

よ

り
構

成

さ

れ

る
。

①

さ

ま
ざ

ま

な

カ
テ

ゴ

リ

ー
で

の
デ

ー
タ

の

コ
ー
ド
化

、
②

概

念
的

カ
テ

ゴ

リ

ー

の
統

合

、

③

新

し

い

理

論

の
特

定

化

、
④

理

論

の
完

成
。

ω

実

存

的

理

論

化

(o
×
擦

9

江
巴

穿

Φ
o
ユ
N
ヨ
σq
)
。

研

究

者

の
実

存

的

所

在

に

よ

っ

て
観
察

内
容

を
検

討

す

る
方

法

で
あ

る
。

常

識

を
真

理

の
方

法

的

基

盤

と

考

え
、

直

接

観

察

と

体

験

に

よ

っ
て

解

釈

的

一
般

化

(葺

Φ
弓

「
Φ
§

冨

趣q
魯

曾

・。
一冨

ま

霧

)

を
形

成

す

る
。

デ

ー

タ

X82
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の
吟
味
と
分
析

に
お
い
て
は
集
団
討
議

を
行

う
。
㈲
記
述

と
解
釈

的

理

論

に
よ

る
解

釈

学

(ず
Φ
§

Φ
昌
Φ
¢
鼠
o
。・
)
。

人

間

は

歴

史

性

を

も

つ
特

定

の
生

活

様

式

を
経

験

す

る

こ
と

を
前
提

と

し

て
、

テ

キ

ス
ト
と

し

て

の
生
活

様

式

に

つ
い

て
問

う

こ
と

で
解

釈

的

一
般

化

を

は

か

る
。

研

究

者

と

テ

キ

ス
ト

は
歴
史

的

に
位

置

づ

け

ら

れ

た

も

の
と
考

え
、

普

遍

的

パ

タ

;

ン
、

規

則

性

、

あ

る

い
は
法

則

を

志

向

し
な

い
。

注(
1
)

∪
・
野

一
。
「
σq
g

ω
Φ
p

隷

ミ

§

§

～

O
貯

、
§

§

§

Q。
擢

Φ

℃
二
銘
凶8

離
o
コ
ρ

ぎ
P

H
O
。。
O

.

(
2
)

拙

稿

「
「
聴

く
」
こ
と

の
理

論

と

方

法

-

社
会

現

象

の
解

釈

学

的

探

究

l

L

神

奈

川

大

学

国
際

経

営

フ

ォ
ー
ラ

ム
、

第

二
号

、

一

九

九

一
年

三
月

。

(
3
)

本

節

の
説

明

は

つ
ぎ

の
も

の

に
基

づ
く

。

,

H
」

o
お

雪

紹

P

§

ミ

4
0
ゴ
鋤
,

一
麿

(
4
)

本

節

の
説

明

は

つ
ぎ

の
も

の
に
基

づ

く
。

,

炉

臼
o
『αq
2

紹
P

§

ミ

4
0
訂

b
.
轟
聰

(
5
)

本
節

の
説

明

は

つ
ぎ

の
も

の

に
基

づ
く
。

∪
・
r

冒

「
σq
g

器
P

§

ミ

こ
O
ゴ
騨。
㍗
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(
6
)

本

節

の
説

明

は

つ
ぎ

の
も

の

に
基

づ

く
。

∪
・
い
」

o
「αq
Φ
霧

㊥
戸

魯

ミ

こ
O
冨

,

。。
'

四

対
話
の
方
法

O

ロ
ゴ
ス
的
側
面

つ
ぎ

に
、

現

象

に
参

与

し
、

情

報

を
収
集

す

る

こ
と

に
よ

っ
て

生

き

た
意
味

を

捉

え

る
た

め

の
方

法

論

を
対

話

(隻
巴
o
σq
器

)

を

中

心

に
説

明

し

た

い
。

哲

学

の
歴

史

に

お
け

る

馴
対
話

」

は
古

代

ギ

リ

シ

ャ
に
始

ま

り
、

コ

簿
曾

の
師

ω
α
町

鎮
α
ω
の
対

話

が
今

日

に
伝

え
ら

れ

て

い
(祝
。

ギ

リ

シ

ャ
語

に
お

け

る
対

話

を
意
味

す

る
デ

ィ

ア

ロ
ゴ

ス
は
、

デ

ィ

ァ

(分

け

る
、

分

有

す

る
)
+

ロ
ゴ

ス

(言

葉

、

論

理
)
を
表

わ

し
、

対
話

に
参

加

す

る
者

が
互

い

に
(信

論

を

分

け
ム
・
い
、

真

理

を

共

同

的

に
探

究

す

る

こ
と

を
意

味

し

た
。

中

村

雄

二
郎

に
よ

れ

ば
、

ロ
ゴ

ス
を
分

け
合

う

こ
と

、

な

ら

び

に
問

題

自
身

の

ロ
ゴ

ス
に
導

か
れ

て
展
開

す

べ
き

こ
と

が

「
対

話

」

の
基

礎

的
要

件

で
あ
(麗
・

Qり
O
脚
「
讐
伽
ω
の
問

答

法

に

つ

い

て
金

子

晴

勇

は

つ
ぎ

の
よ

う

な

特

色

を
指

摘

し

た
。

ω

自

他

を
批

判

検

討

す

る
吟

味

の
精

神

に
よ

っ

て
展

開

す

る
。

人

間

は
合

理
的

な
質

問

に
対

し
合

理
的

に
答

え

る

こ
と

が

で
き

る
理

性

的
存

在

で
あ

る

こ
と
を
前

提

に
、

問

答

法

は

一
問

{
答

形
式

で
議

論

を
組

み
立

て

る
、

②

教

師

が
弟

子

に
対

し
、

話

し

か

け
、

弟

子

が
知

識

を
生

む

手
助

け

を
す

る

「
産

婆

術

」

で

あ

る
、

㈹
勇

気

、

節

度
、

敬

慶
、

正
義

、
恋

、

美

な

ど

お

も

に
倫

理
上

の
問

題

を
扱

っ
て

こ
と

ば

の
意
味

を
確

立

す

る
、

ω

問

わ
れ

て

い
る
相

手

が
自

覚

し
な

い
ま

ま
所
有

し

て

い

る
真

理

を

明

ら

か

に
見

る

こ
と
、

つ
ま

り
物

の
歪

ん

で

い
な

い
統

一
な

る
形

姿

(
イ

一ア
ァ
)

を
観

照

す

る

こ
と

へ
と
響

方

法

で

あ
(雫

ま

た
、

田
中

娚

美
知
太
郎

は
問
答
法

を

「
長

い
議
論

を
寸
断

し

て
、
途
中

の

一
歩
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一
歩

に
相

手

が

口
を

入

れ

る

こ
と

を
求

め
、

そ

の
賛

否

を
確

め

な

が

ら
相

手

と
共

同

し

て
議

論

を

す

る
方

式

L

と

し

た
。

そ

し

て
、

ギ

リ

シ

ャ
い
ら

い

の
哲

学

に

は
、

こ
の
よ

う

に
思

考

の

一
歩

一
歩

を
明
確

に
し
、

そ

の
間

で
手

を
抜

い
た

り
、

飛

躍

を
求

め
な

い
伝

　ら

　

統

が

あ

る

こ
と

を
指

摘

し

た
。

こ

の
よ
う

に

「
対
話

」

は

西
欧

に
お

け

る
知

の
方

法

論

の
基

礎

で
あ

り
、

演

繹

や
帰

納

と

な

ら

ぶ
真

理
探

究

の
方

法

と

い
え

る
。

ま

た

同
時

に
教

育

手

段

と

し

て

の
意

味

合

い
を

も

つ
と

い
え

よ
う

。

島
崎

隆

の
研
究

に
よ

れ
ば

、

対

話

は

レ
ト

リ

ッ
ク
と
共

に
、

知

の

流

動

化

・
相

対

化
、

ま

た

は

そ

の
奥

に
あ

る
知

の
人

間
化

と

も
称

さ

れ

る

特

色

を

有

す

る
。

こ
れ

は
、

知

識

が

け

っ
し

て
超

歴

史

的

・
超

人
間

的

な

も

の
で

は
な

く
、

論

争

、

合

意

お

よ

び

レ
ト

リ

カ

ル
な

説
得

の
産

物

で
あ

る

こ
と

を
意
味

し

て

い
る
。

ま

た
、

対

話

を
、

デ

ィ

ス
カ

ッ
シ

.
ン
、

レ
ト

リ
(9

ク
論
、

宗

教
的

か

つ
神

秘

的

対

話

に
類

型
化

す

る

こ
と

が

で
き

る
。

本

稿

で
は
、

情

報

(知

識

)

や
真

理

を
生

産

す

る
目
的

で
行

わ

れ

る

二
者

以

上

に

よ

る

言

語

を

中

心

と

し

た
相

互
作

用

を

「
対

話

」

と

考

え
、

創

造

的

対

話

を
実

現

す

る
た

め

の
条

件

に

つ
い

て

考

え

て

い
き
た

い
。

対

話

行

為

が
言

葉

に
依

存

す

る

こ
と

は
定

義

よ

り
明

ら

か

で

あ

る
。

金

子
晴

勇

は
対

話

的

に
語

る

こ
と

の
難

し

さ

を

つ
ぎ

の
よ
う

に
表

現

し

た
。

「
賢

明

な

人

は
現

在

の
微

妙

な

一
瞬

の
な

か

に

そ

の
人

に
対

向

し

て

い
る
も

の
の
本

質

を
と

ら

え

て
自

分

の
言
葉

で

個

性

的

に
表

わ
す

こ
と

が

で
き

る
。

し

か

し
、

平
凡

な

人

は
、

た

ど

た

ど

し
く

外

国

語

を

あ

や

つ
る

よ
う

に
、

あ
り

き

た

り

の
き
ま

り
文

句

を

さ

が

し

て
き

て
、

事

が

ら

に
そ

れ

を
当

て
は

め

る

こ
と

に
気

を

と

ら

れ

て
し

ま

う
。

だ

か
ら
人

間

の
語

る
言
葉

は
現

在

の

状

況

の
意
味

を
自

分

の
言

葉

で
ひ
き

と

り
、

そ

れ

を
新

し

い
生

命

に
生

き

か
え

ら

す

の
で
な

い
な

ら
ば
、

語

ら

れ

た
瞬

間

に
も

う

死

　
ア

　

ん

だ
言

葉

に
な

っ
て

い
る
。
」

生

き

る

と

は
状

況

の
意

味

を
自

分

の
言
葉

で
解

釈

し
、

表

現

す

る

こ
と

で
あ

る
。

言
葉

は
人

間

へ
の

貴
重
な
賜
物

で
あ

る
が
、

そ
(等

い
か
に
生

か
し
て
い
く

か
は
真

に
対

話

的

思
考

の
課
題

で
あ

る
。

同
時

に
、

雪
口
語

を
形

成

す
～%
力

は
思

考

を
形

成

す

る
力

で
あ

る
と

の
考

え

が
西
欧

に
は
根
強

い
。

精

神

医

学

者

で
あ

る
神

田
橋
條

治

は
、

ヒ
ト

は
生

体

と

コ
ト
バ

文

化

の
併

存

を
生

き

る

乙
と

で
人

に
な

る
と
述

べ
、

精

神

療

法

に
お

け

る
対

話

の
ポ

イ

ン
ト

は

コ
ト
バ
文

化

の
(蛛

有

を

は

か
ろ

う

と
す

る
治

療

者

の
姿

勢

に
あ

る

こ
と

を
指

摘

し

た
。

ま

た
、

宗

教

的

か

つ
神

秘

的

対

話

の
な

か

で
は
、

語

る

こ
と

に

等
量

の
沈

黙

を
(醐

置

す

る

こ
と

に
よ

.
て
対

話

遡

　、
葉

は
意

味

を

も

つ
と

い
わ

れ

る
。

そ

れ

は

ζ

・
しd
二
ぴ
Φ
「
の
著
作

に
代

表

さ

れ

る
。

彼

に
よ

れ
ば
、

い

か

に
熱

心

に
語

り

あ

っ
て
も
、

そ
れ

だ

け

で
対

話

は
成

り
立

つ
も

の
で
は

な

い
。

対

話

は
伝

達

さ

れ

る
、

あ

る

い

は
伝

達

さ

れ
得

る
内

容

の
外

側

で
成

就

し
、

人

間

生

活

と

そ

の
具

体
的

な
時

間

継

起

に
か

た
く
結

び

つ
い
て

い
る

ひ
と

つ

の
事

象

の

う

ち

で
成
就

す

る
。

し

た

が

っ
て
、

対
話

に
は
音
声

も
身

振

り

も

184
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必

要

で
な

い

こ
と

が
あ

る
。

彼

の
思

想

は
、

意

思

伝

達

か

ら
霊

的

ま

じ

わ

り

へ
の
変

化

を
対
話

の
本
質

と

捉

え
、
「
感

得

」
と
名

づ

け

ら

れ

る
知

覚

を
基

礎

に
成
立

す

る
特

色

が
あ

る
。

し
た

が

っ
て
、

究

め
得

ぬ
実

在

と

の
深

み

に
お

け

る
交

流

を
意
味

し
、

観

念

論
的

理

解

や
、
実

利

主

義
的

立

場

は
厳

し

く
戒

め

ら

れ

る
。

じU
ロ
び
霞

は

演

繹

し
得

ぬ

か
く
在

る
存

在

と

し

て

の
魂

の
感

得

に
対

話

の
本
質

を
見

い
だ

し

た
。

金

子

は
、
禅

の

「
不
立

文

字

」

の
思

想

に
も
似

た

こ
う

し

た
沈

黙

の
う

ち

に
語

る

こ
と
、

あ

る

い
は
沈

黙

に

つ

い

て

の
深

い
理

解

は

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
精

神

史

の
源

泉

に
示

さ

れ

て

お
り
、

　
お
ゾ

そ

れ

は
神

の
表

象

と
結

び

つ
く

こ
と

を
指

摘

し

た
。

神

田
橋

條

治

は
、

わ
れ

わ

れ

は

日
常

、

言
葉

が
濃

縮

さ

れ
た
情

報

を
伝

達

し

て

い
る
よ

う

に
感

ず

る
が
、

言
葉

そ

れ

自
体

は
貧

し

い
情

報

で
あ

っ

て
、

よ

り
原

始

的

で
あ

る
も

の
、

た

と

え

ば

イ

メ

ー
ジ

の
働

き
、

行

動

.
振

る
舞

い
な

ど

が
実

は
情

報

性

に
富

み
、
最

も

情
報

量

が

　

　

サ

　
け

　

大

き

い
も

の
は
雰

囲
気

で
あ

る
と

述

べ

た
。

⇔

非

ロ
ゴ

ス
的

側

面

つ
ぎ

に
対

話

の
非

ロ
ゴ

ス
的

側

面

を
中

心

に
さ

ら

に
考

察

を
進

め

て

い
き

た

い
。

有

馬

道

子

は
人

間

が
生

き

る

と

い
う

こ
と

は
解

釈

を

続

け

る

こ

と

で

あ

る
と

述

べ
、

解

釈

に

お

け

る
知

と

愛

を

テ

!

マ
と

し

て

「
よ
く

わ

か

る

こ
と

は

よ
く
愛

す

る

こ
と

で
あ

り
、

よ

く
愛

す

る

こ
と

は

よ
く

わ

か

る

こ
と

」
と

し

た
。

そ

し

て
、
「
よ
く

わ

か

る

こ

と

の
前

提

は
、

よ
く

き

こ
え

る

こ
と

・
よ

く
見

え

る

こ
と
、

よ

く

感

じ

ら

れ

る

こ
と

で
あ

る
L

と
指

摘

し
た
。

そ

し

て
、

解

釈

に
熟

達

す

る

た
め

に
は
、

よ

き
観

察

者

で
あ

る

こ
と

、

な

ら

び

に
デ

リ

ケ

ー

ト
な
感

性

を

必
要

と

す

る

こ
と

を
説

い
た

。

ま

た
、

も

の
ご

と

を
本

当

に
奥

底

ま

で
共

有

し

て
生

ず

る
感

情

は

「
あ

わ

れ
」

と

呼

び
う

る
哀

し

み

の
情

で
あ

る
と

も
述

べ

て

い

る
。

そ

し

て
、

解

釈

は

つ
ぎ

の
三

つ

の
バ

ラ

ン

ス
で
決

ま

る

こ
と

を

明

ら

か

に
し

た
。

①

コ
ン
テ

ク

ス
ト
依

存

性

(主

と

し

て
社

会

性

)

志
向

、

②

コ
ン

テ

ク

ス
ト

.
フ

リ

ー
性

(主

と

し

て
知

性

)

志
向

、

③

イ

コ
ン
性

(主

と

し

て
感

性

)

志

向
。

成
熟

し

た
解

釈

と

は
、

各

類

型

に

お

け

る
高

度

の
志

向

能

力
、

各

類
型

の
志
向

度

間

の
バ

ラ

ン
ス

の
よ

い
発
達
、
類
型
間

の
相

毒

行

性
と
各
類
型

に
お
け
る
志
向
度

の

自

在

な

調
整

、

を
意

味

す

る
。

ま

た
、

精

神

医
学

者

の
中

井

久
夫

は

「
ひ

と

び
と

の
試

み

に
あ

い

つ

つ
土

に
字

を
書

く
」

と

い
う

イ

エ
ス
の
治
療

法

に

つ
い

て
、

つ
ぎ

の
ご

と

き

興
味

深

い
指

摘

を

お

こ
な

っ
た
。

「
こ
れ

は
、

問

い

か
け

に
対

決

す

る

の
で
も

な

く
、

屈

従

す

る

の
で
も
な

い
、

第

三

の
姿

勢

で
あ

る
。

聴

く

と

い
う
態

度

を
端

的

に
示

し

つ

つ
、

問

隙

け
る
者
を
お
の
ず
と
再
考
と
鎮
静
に
導
く
行
為
で
鰭

う

る
。
」
こ
れ

は
、
非
対

話

に
よ

る
対

話

と

い
う

禅

問

答

の
深

み

に
共

通

し

た

内

容

を

示

唆

し

て

い
る
。

同

時

に
、

中

井

は

イ

エ

ス

の

「
手

を

ふ
れ

る
」
と

い
う
治

療

行

為

に
関
連

し

て
、
「
人
間

の
相

互

作

用

と

い
う

も

の
は
意

識

の

シ
キ
イ

の
下

で
非

常

に
多

く

の

こ
と
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が
行

わ

れ

て

い
る
L

と
述

べ

た
。

こ

の
よ
う

に
、

相

互

作

用

と

し

て

の
対

話

は
、
身

体
的

接

触

を
含

め
人

間

の
五
感

の
す

べ

て
を
使

う

こ
と

に
よ

っ
て
感

じ
と

る
も

の

で
あ

る

こ
と

が

明

ら

か

で

あ

る
。

身

体

に

よ

る
認

識

、
観

念

で
は
な

く
馴

染

む

こ
と

の
重

要

性

は

日

常
体

験

の
な

か

で
多

く

の
碩

学

が
指
摘

す

る
教

訓

で
あ

る
。

現
実

は

お
互

い

の
間

に
空

気

が
動

き
呼

吸

が
往

き
来

し

て

こ
そ
認

識

で

(
19

)

き

る

も

の
で

あ

る
。

既

述

の
よ
う

に
、

精

神

医

学

者

の
神

田
橋
條

治

は

「
情
報

」

に

ハ
の

　

関

し

て
示
唆

に
富

む

独
自

の
指

摘

を

お

こ
な

っ
た
。

そ

の
内

容

は

お
お

よ

そ

図

8

の
よ
う

に
要

約

す

る

こ
と

が

で
き

る
。

彼

は

対
話

を
効

果
的

に
展

開

す

る

た

め

の

つ
ぎ

の

よ
う

な
原

則

を
指

摘

し
た
。

ω

雰

囲

気

を

つ
か
む

、

②

ノ

ン

・
バ

ー
バ

ル

(箒
O
昌
■〈
Φ
円
び
餌
一)

な

要

素

(行

動

・
振

る
舞

い

・
声

の
調

子

・
感

情

・
身

体

的

接

触

)

を
使

う

、

㈹

イ

メ

ー
ジ

を
使

う
、

ω

言
葉

を
使

う
、

⑤

原
始

的

要

素

(身

体

に
長

期
間

か
か

っ
て
蓄

積

さ

れ
た

も

の
)

に
注

目
す

る
。

こ
の
ほ

か
、

つ
ぎ

の
ご

と

き

対
話

の
要

諦

を
神

田
橋

の
研
究

か

ら
抽

出

で
き

る
。

ω

あ
れ

や

こ
れ

や

の
位

置

に
自

分

を
置

い
て
イ

メ

ー
ジ
能

力

を
磨

く

、

②

「
離
魂

融
合

」

の
イ

メ

ー
ジ

に
よ

っ
て

話

を

聴

く
、

㈹

「
因
果

律

」

に

と

ら
わ

れ

な

い
、

ω
雰

囲

気

の
流

れ

に
沿

っ
て
進
行

す

る
、

㈲

瞬

間

の
師

弟
関

係

を

大
切

に
す

る
、

㈲

相

手

の
人

生

へ
の
責

任

感

が
密

か

に
流

れ

る
人

間

関
係

を
築

く
。

神

田
橋

は
人

の
成

長

に

お
け

る
統

合

の
理

想

像

を
混

沌

と

ゆ

ら

ぎ

に
求

め

た
。

か

か

る
状

態

は

「
け

っ
し

て
弛

緩

し

た

あ
り

よ

う

図8対 象への距離 と情報量

②
雰

囲

気

行
動

・
振

る
舞

い

シ

ン
ボ

ル

イ

メ

ー

ジ

言

葉
㊧

一→ 多

原始的

情報量少 ←一

文化的

注)神 田橋條 治 『精 神療 法面接 の コ ツ』岩崎学術 出版社,

1990年 の記述 に基づ き筆者 が作成 した。

 

で
は
な

く
、
微

か
な
刺

激

が
加

わ

る
と

一
瞬

に
し

て
反
応

が

お

こ

る
過

飽

和

の
気

体

に
準

え

ら

れ

る

よ
う

な
、

静

か

に
張

り

つ
め

た

雰

囲
気

の
混

沌
L

で

あ

る
。

そ

の
た

め

に
は
、

意

識

の
な

か

で
、

育

て
ら

れ

る
自

己

と

、

自

己

を
育

て

る
自

己

分
裂

が
必

要

で

あ
り
、

種

々

の
行
為

や
姿

勢

を

「
知

り

つ
つ
お

こ
な

う
」

あ

る

い
は

「
実

験

と
思

っ
て
」

し

て
み

る

こ
と

が
良

い
。

混

沌

と

ゆ

ら
ぎ

に

よ

っ

18G
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て
、

価

値

規
範

や
構

造

の
崩

壊

と
内

容

物

間

の
境

界

の
溶

融
、

な

ら

び
に
時

間

・
空

間

の
枠

組

み

の
消

滅

が

お

こ
る
。

神

田
橋

に
よ

れ
ば

こ
れ
を
促

進

す

る
ポ

イ

ン
ト

は

つ
ぎ

の
も

の

で
あ

る
。

D

コ

ト
バ

を
話

し
言

葉

に
戻

し
、

そ

の
な

か

に
含

ま

れ

た
鳴

き
声

な

ど

の
プ

レ

・
バ

ー
バ

ル
な

要

素

に
着

目

す

る
、

②

コ
ト
バ

の
背

後

の

含

蓄

の
世

界

を
知

る
、

㈹

「
導

き

の
理
論

」

と

「
規
制

の
理

論
」

を
識

別

す

る
、

ω

哲

学

す

る
姿

勢

を

も

つ
。

こ

の
よ
う

に
、

相

手

と

の

コ
ト

バ
文

化

の
共

有

を

は

か
り

な

が

ら
も
、

そ

こ
に
と

ど

ま

ら
ず

、

雰

囲

気

に
代
表

さ

れ

る
対

象

に
最

も

近

い
要
素

を
感

得

す

る

工
夫

が

必
要

と

い
え

る
。

混

沌

の
な

か

で

の
体

験

に
よ

る

一
瞬

の
理

解

は
ゲ

シ

ュ
タ

ル
ト
転

換

と

呼

ぴ
う

る
も

の

で
あ
ろ

う

。

対

話

に
よ

る
理
解

は
対

象

の
な

か

に
答

え

を

求

め

る
様

式

で

は
な

い
。

む

し

ろ
、

研

究

者

の
深

い
内

省

が
答

を

導

く

と

考

え

る

べ
き

で
あ

ろ

う
。

金

子
晴

勇

は
人

間

と

人

間

と

の

「
間
」

の
領
域

が
対
話

的

状

況

の
特

色

で
あ

る
と

指
摘

し

た
。

そ

し

て

「
人
格

と

は

そ

れ
自

身

の
う

ち

に
行

為

の
中

心

を

も

ち

な

が

ら

も
、

他

者

と
(勘
関

係

の
な

か

で
自

己

を
実

現

し

て

い
る
存

在

で

あ

る
」

と
述

べ

た
。

研

究

者

が
身

体

を

移
動

さ

せ
観

察

し
な

が
ら

、

ま

た
、

さ
ま

ざ

ま

な

視

点

で

の
イ

メ

ー
ジ

を
働

か

せ
な

が

ら
、

対

象

と

の
共

同
行

為

に
よ

っ
て
自

己

の
内

面

を
吟

味

し
、

理
解

を
創

造

す

る

こ
と

が
対

話

の
本
質

と

い
え

よ
う

。

注(
1
)

田
中
美
知
太
郎

(編
)
『
プ

ラ
ト

ン
ー
』
中
央
公
論
社
、

一
九

六
六
年
。

(2
)

島
崎
隆

『
対
話

の
哲
学
』

み
ず
ち
書
房
、

一
九
八
八
年
。

村

雄

二
郎

『
哲
学
入
門
』

中
央

公
論
社
、

一
九
六
七
年
。

ノ　ヘ ノヘ ノへ 　 　 ノ　へ 　 　

109876543
))))))))

中

一
九

九

〇

年

、

(
11
)

(
12
)(

田

口
義

弘

訳

『
我

と

汝

。
対

話

』

年

。
)

(
13

)

金

子
晴

勇

、

前
掲

書

、

二

一
七

ペ

ー
ジ
。

(
14
)

神

田
橋

條

治
、

前

掲

書

。

(
15
)

有

馬

道

子

『
心

の

か
た

ち

・
文

化

の

か
た

ち
』

勤

草

書

房
、

一
九

九

〇

年

。

(
16
)

中

井

久

夫

『
治

療

文

化

論

』

岩
波

書

店

、

一
九

九

〇
年

。

山

形

孝

夫

『
治
癒

神

イ

エ
ス

の
誕

生

』

小
学

館

、

一
九

九

〇
年

。

(
17
)

井

筒

俊
彦

稿

「
対

話

と

非

対

話
-

禅

問

答

に

つ

い
て

の

一
考

察

ー

」

『
思
想

』
、

岩

波

書

店
、

一
九

七
九

年

一
月

号

。

(
18

)

中
井

久

夫

、

前
掲

書

。

中

村

雄

二
郎
、

前

掲

書

。

金

子

晴

勇

『
対

話

的

思

考

』

創
文

社

、

一
九

七

六
年
。

田
中
美

知

太
郎

、

前

掲

書

、

一
八
～

二
〇

ペ

ー
ジ
。

島
崎

曲騒
}、

晶則
一掲
{書
一、

二

一
〇

～

二

㎝
一
ペ

ー
ジ
。

金

子
晴

勇

、

前
掲

書

、

四
三

ペ

ー
ジ
。

金

子
晴

勇

、

前
掲

書

、

四

七

ペ

ー
ジ
。

金

子
晴

勇

、

前
掲

書

、

四

八

～

五
〇

ペ

ー
ジ
。

神

照
橋

條

治

『
精

神

療

法

面

接

の

コ
ツ
』

岩

崎

学

術

出

版
社

、

第

五
章

。

金

子

晴

勇
、

前

掲

書

、

第

九
章

。

]≦
§。
答
ヨ

bd
¢
げ
臼
噛
§

q
≧
U

b
黛

N
塗

6
爵

み
す

ず

書

房
、

一
九

七

八
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(
19
)

水

上
勉

・
広

中

平
祐

『
素

心

・
素

願

に
生

き

る
」

小

学

館
、

一
九

八
九
年

、

二
〇

〇

ペ

ー
ジ
。

(
20
)

神

田
橋
條

治
、

前
掲

書
。

(
21
)

金

子

晴

勇

、

前

掲
書

、
第

四
章

。

五

む
す
び

一
九

七

〇
年

代

後

半

か

ら

ニ

ュ
ー

・
パ

ラ
ダ

イ

ム

・
リ
サ

ー
チ

は
客

観

性

に
重

き

を
置

い
た
伝

統

的

研

究

の
枠

組

み
と
素

朴

な
主

観

性

の
見

方

を
総

合

し

た
客

観

的

主

観

性

の
方

法

論

に
着

手

し

た
。

伝

統

的

研

究

は

人
間

を
社

会

的

文

脈

か

ら
切

り
離

し

て
操

作

的

変

数

と

し

て
扱

う

問
題

点

が

あ

る
。

こ
れ

に
対

し

て
、

臨

床

心

理

学
、

現

象

学
、

エ
ス
ノ

メ

ソ
ド

ロ
ジ

i
、

組

織

行

動

論

、

哲

学

な

ど

を

ル
ー

ツ
と

し

た
新

し

い
学

問

の
あ

り
方

が
探

究

さ

れ

た
。

研

究

は

存

在

、

思

考

、

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
、

エ
ン
カ
ウ

ン
タ

ー
、

音
心味

理

解
、

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー

シ

ョ
ン

の
サ

イ

ク

ル
を
経

て
進

行

し
、

研

究

者

と

対
象

と

の
関

係

に
よ

っ
て

つ
ぎ

の
類

型

を
指

摘

で
き

る
。
①

純

粋

基

礎
研

究

、

②

実

存

的

研

究
、

③

ア
ク

シ

ョ
ン

・
リ
サ

ー

チ
、

④

参

与

的

研

究

。

体

験

的

研

究

は
研

究

者

が
対
象

と
体

験

を
共

有

す

る

こ
と

に

よ

っ
て
相

互

作

用

の
な

か
か
ら

考
察

を
行

う
方

法

で
あ

る
。

そ

し

て
、

研

究

に
関

係

し

た
人

間

が
互

い

の
体

験

と
行

為

を

尊

重

し
、

共

同

的

(互
恵

的

)

関

係

を
維

持
、

発

展

さ

せ
な

が
ら

研

究

を
進

行

さ

せ

る
。

そ

の
結
果

、

つ
ぎ

の
よ
う

な

知

識

が
生

成

さ

れ

る
。
①

命

題

知
、

②

実

用
知

、

③

体

験

知

。

サ

イ

エ
ン

ス

の

思

考

は
現

象

の
意
味

を

探

る

こ
と

は
な

か

っ
た
。

体

験

的

方

法

は

間

主
観

性

の
解

釈

と

い
う

課

題

を

も

つ
。
参

与
的

研

究

は
純

粋

基

礎

的

研
究

と
応

用

的

研

究

に
分

類

で
き

る
。

内
部

者

の
声

の
聴

取

に
徹
底

し
た
民

俗

誌

的

ア
プ

ロ
ー

チ

(
E

モ
ー
ド
)

と
、

問

題

に

対

す

る
診

断

と
解

決

を
特

徴

と

し
た
臨

床

的

ア
プ

ロ
ー

チ

(
C

モ

ー
ド
)

が
あ

る
。

ニ

ュ
ー

・
パ

ラ
ダ

イ

ム

・
リ

サ

ー
チ

の
知

の
方

法

論

は

つ
ぎ

の
よ
う

な
特

質

を
も

つ
。

ω

研
究

者

と

対
象

の
互
恵

性

を
基

礎

に
人
間

に

つ
い

て

の
知

識

を
探

究

す

る
、

②

主
観

性

と

客

観

性

の
総

合

を

目

ざ

す
、

㈹

状

況

の
個

別

性

に
重

き

を

お

く
、

ω

文

脈

の
な

か

の
人

間

を
丸

ご

と
捉

え

る
、

㈲
人

間

を

モ
ノ

で
は

な

く

ヒ
ト
と

し

て
理
論

化

す

る
。

消

費

体

験

を
実

存

的

現

象

学

の
方

法

で
洞

察

し
、

体

験

の
生

き

た
意

味

を
知

る

マ
ー
ケ

テ

ィ

ン
グ

の
試

み

が
展
開

さ

れ

て

い
る
。

実

存

的

現

象

学

は
非

二
元

論

の
立

場

で
人

間

を
考

察

し
、

体

験

を

一
人
称

に
よ

っ
て
記

述

す

る
特

色

が

あ

り
、

コ
ン
テ

ク

ス
ト
な

ら

び

に

ホ

リ

ス
テ

ィ

ッ
ク
な

視

点

を
重

視

す

る
。

そ

の
方

法

的

基

礎

は
ゲ

シ

ュ
タ

ル
ト
心

理

学

と
臨

床

実

践

に
あ

る
。

デ

カ

ル
ト
流

の

合

理

主

義

の
伝

統

は

心
身

二
元

論

の
哲

学

に
よ

っ
て
対

象

を
機

械

と
仮

定

し
、

数

学

を
中

心

と

し

た
公
式

の
言

語

体
系

、

因
果

法

則

、

分

析
、

還

元

主
義

な

ど

を
中

心

と

し

て
、

客

観

的
方

法
、

コ
ン
テ

ク

ス
ト
と

の
分
離

に
よ

る
三
人

称

の
記
述

を
進

め

る
。

一
方

、

実

存

的

現

象

学

は
、

体

験

の
志

向

性

、

自
然

な
対

話

、

テ

キ

ス
ト

の

解

釈

を
中

心

と
し

て
、

コ
ン
テ

ク

ス
ト
を
前

提

と

し

た
体
験

の
理

..
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解

を

は

か

る
。

そ

の
た

め

に
現

象

学

的

面

接

が
用

い
ら

れ

る
。

面

接

で
は
、

被

面
接

者

の
事

前

の
同

意

と

秘

密

の
保

護

を

は

か
ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

ま

た
、

被

面
接

者

が
非
指

示
的

に
、

自

由

に

体

験

を
説

明

で
き

る
環

境

を
整
備

す

る
。

被

面

接

者

の
体

験

を
焦

点

と
す

る

た

め
、

回
答

者

を
専

門

家

と
考

え

る

こ
と

が
効

果

的

で

あ

る
。

そ

し

て
、

で
き

る
だ

け
具

体

的

出

来

事

に
ポ

イ

ン
ト

を

し

ぼ

っ
て
対

話

を
進

行

さ
せ

る
。

質

問

は
記

述

的
内

容

を
引

き

だ

す

こ
と

を
中

心

と

し
、

回
答

者

が
合

理
化

や
防
衛

的

反
応

を

示
す

恐

れ

の
あ

る
質

問

は
避

け

る
。

と

く

に

「
な

ぜ

(≦
ξ

)
」
と

い
う

問

い
は

回
避

し
な

け

れ
ば

な

ら

な

い
。

発

言

内

容

を
録

音

し
、

文

字

に
移

す

。

こ
れ

を

テ

キ

ス
ト
と

呼

ぶ
。

テ
キ

ス
ト

の
解

釈

は
回

答

者

の
言
葉

に
即

し

て
行

う
。

ま

た
複

数

の
人

間

が
解

釈

に
あ

た

り
、

互

い
に
内

容

を
討

議

し
、

確

認

す

る

こ
と

が
望

ま

し

い
。

こ
う

し

た
作

業

に
よ

っ
て
体

験

の
な

か

の
共

通

パ

タ

ー

ン
を
発

見

す

る
。

社

会

学

の
研

究

に

よ

れ
ば

、

課

題

が

つ
ぎ

の
よ

う

な
特

色

を

も

つ
場

合

に
参

与

観

察

を
応

用

で
き

る
。

ω

既

知

の
内

容

が
乏

し

い
、

②

内

部

者

と

外

部

者

で
見

解

に
相

違

が

あ

る
、

㈹

現

象

が
外

部

か

ら

は
分

り

に
く

い
、

傾
現

象

が
表

面

に
現

わ

れ

て

い
な

い
。

参

与

観
察

の
方

法
的

特

色

は

つ
ぎ

の
と

お

り

で
あ

る
。

ω
内

部

者

の
視

点

で
観

察

す

る
、

②

日
常

生

活

の
世

界

を

対
象

と

す

る
、

㈹

解

釈

と

理
解

を

ポ

イ

ン
ト

と
す

る
、

ω

具
体

的

状

況

や
背

景

を
探

る
、

㈲

ヶ

ー

ス

・
ス
タ
デ

ィ
を
行

う
、

㈲

フ

ィ

ー

ル
ド

に
参

与

し
相

互

作

用

を
体

験

す

る
、

ω

直
接

観

察

、

記

録

の
収

集

、

イ

ン

フ

ォ
ー

マ
ン
ト
な

ど

か
ら
情

報

を
集

め

る
。

研
究

者

の
身

体

的

な

ら

び

に

社
会

的

所

在

が
観

察

内

容

を

決

定

す

る
。

そ
れ

ら

は
現

象

へ
の
パ

ー

ス
ペ
ク

テ

ィ
ブ

を
与

え

る
。

し

か
し

そ

れ
ぞ

れ

が
内

在

的

限

界

や
バ

イ

ア

ス
を
も

つ
た

め
、

研

究

者

は
異
質

な
視

点

の
探

究

に
不

断

の
努

力

を
払

わ

な

け

れ
ば

な

ら
な

い
。

参

与

者

の
位

置

は
完

全

な
外

部

者

か
ら
完

全

な
内

部

者

ま

で

の
連

続

体

の
う

え

に

あ

る
。

観

察

内
容

は
関

与

の
程

度

に
応

じ

て
変

化

す

る
。

外

部

者

と

し

て

参

与

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
現
象

を
概

観

し
、

主
要

な

特
徴

、

関

係
、

パ

タ

ー

ン
の
発

見

が
可
能

と

な

る
。

研

究

者

の
身

分

を

明

ら

か

に

し

て
参

与

す

る
際

に
は
、

で
き

る
だ

け
長
期

間

、

も

し

く

は
頻

繁

に

フ

ィ

ー

ル
ド

と
接

触

し

て
自

然

な

様

子

を
探

る
。

ま

た
、

外

部

者

と

し

て
参

与

し

な

が

ら
内

部

者

の
問
題

に
深

く

関

与

す

る
場
合

に

は
、

専

門

家

と

し

て
内

部

者

に
助

言

を
与

え

る
。

人

間

の
体

験

に

か

か
わ

る
深

い
意

味

は
日
常

生
活

に
同

じ
立

場

で
参

与

す

る

こ

と

に
よ

っ
て
は

じ

め

て

つ
か
む

こ
と

が

で
き

る
。

参

与

が
深

く

進

む

と

「
現

象

に
な

る
」

と

い
う

段
階

に
至

る
。

研
究

者

は
現
象

を

実

存

的

に
体

験

し
、

内

部

者

の
立

場

と

研
究

者

の
立

場

を
自

在

に

往
復

で
き

る

こ
と

が
必
要

で
あ

る
。

観

察

は

フ
ィ

ー

ル
ド

と

接

触

し

た
瞬

間

に
始

ま

る
。

焦

点

を

し

ぼ
ら

な

い
観

察

か

ら
始

め

て
、

徐

々
に
注

意

を
集

中

し
、

観

察

す

べ
き
対

象

の
発

見

に
努

め

る
。

焦

点

を

し

ぼ

る

こ
と

に
よ

っ
て
対

象

へ
の
関

与

が
深

ま

り
、

何

気

な

い
会

話

や
質

問

が
進

行

す

る
。

会

話

は
聴

く

こ
と

を

中

心

に
行

い
、

問

う

こ
と

は
話

題

を
進

展

さ
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マ ーケティングにおけ る参与 と対話の方法

せ

る
た

め

の
方

策

と
位

置

づ

け

る

べ
き

で
あ

る
。

研

究

課

題

の
輪

郭

が
は

っ
き

り

と

す

れ
ば

面

接

を

開

始

す

る
。

非

公
式

面
接

は
話

題

の
細
部

を

決

め

る

こ
と

な
く

行

わ

れ

る
自

然

な

日
常

会

話

を
中

心

と

し
、

内

部

者

と

の

ラ
ポ

ー
ト

の
形

成

が
狙

い
で
あ

る
。

し

か

し
内

容

を
記

録

と

し

て
残

す

こ
と

が
必
要

で
あ

る
。

公

式

面
接

は

異

な

る
内

部

者

に

つ
ぎ

つ
ぎ

と
行

う
構

造

化

さ

れ

た

一
連

の
質

問

で
あ

り
、

フ

ィ

ー

ル
ド

ワ
ー

ク

の
後

半

で
実

施

す

る
と

効

果

が
高

い
。

豊

富

な
知

識

を

も
ち

面

接

に
進

ん

で
協

力

す

る

イ

ン

フ

ォ
ー

マ
ン
ト

(情

報

提

供

者

)

を

対
象

に
深
層

面

接

が
行

わ

れ

る
。
深

層

面
接

で
は
内

部

者

の
生

活

史

を
探

究

す

る
。

エ

モ
ー

シ

ョ
ン
や

感

情

は
内

部

者

に
な

っ
て
は

じ

め

て
本
質

を

知

る

こ
と

が

で
き

る
。

フ

ィ
ー

ル
ド

に
お

い
て
収

集

さ

れ

た
デ

ー
タ
は

メ

モ
と

し

て
ま

と

め

ら

れ
、

コ
ー
ド
化

さ

れ

て
、

フ

ァ
イ

ル
に
整

理

さ

れ
、

定

期

的

見

直

し

が
行

わ
れ

る
。

デ

ー

タ

の
理

解

の
な

か

か
ら

、
事

実

の

意

味

あ

る

パ

タ

ー

ン
と

体
系

の
構

築

と

い
う

理

論

化

が
始

ま

る
。

理
論

化

は

つ
ぎ

の
様

式

を
含

む
。

①

分
析

的

帰

納

法

、
②

感

受
概

念
、

③

グ

ラ
ウ

ン
デ

ッ
ド

・
セ
オ

リ

ー
、

④

実

存

的

理

論

化

、
⑤

解

釈

学
。

対

話

は

ロ
ゴ

ス
を

分

け
合

い
、

真

理

を
共

同
的

に
探

究

す

る

こ

と

を
意
味

す

る
。

西
欧

に
は

こ
う

し

た
方

式

で
思
考

の
過

程

を
着

実

に
固

め
、

論

旨

を

展

開

す

る
ギ

リ

シ

ャ
以

来

の
知

的

伝
統

が

あ

る
。

そ

れ

は
哲

学

お

よ

び
教

育

法

と

し

て
日
常

生

活

に
深

く
根

を

お

ろ

し

て

い

る
。

哲

学

者

の
指
摘

か
ら
、

対

話

が
言
葉

に
依
存

し
、

生

き

る

こ
と

は
状

況

の
意
味

を
自

分

の
言
葉

で
解

釈

し
表

現

す

る

行

為

で
あ

る

こ
と

が
分

る
。

し
た

が

っ
て
、

言
葉

を
共

有

化

す

る

こ
と

は

対
話

の
基

礎

要

件

で
あ

る
。

宗

教

的

か

つ
神

秘

的

対

話

の

な

か

に
、

語

る

こ
と

に
等

量

の
沈

黙

を
対

置

す

る

こ
と

で
言

葉

は

意
味

を
も

つ
と

い
う
含

蓄

あ

る
指
摘

が

あ

る
。

言
葉

が
伝

え

る
情

報

量

は
限

ら

れ

て
お

り
、

イ

メ
ー
ジ
、

行

動

・
振

る
舞

い
、

雰

囲

気

な

ど

に

よ

っ
て
ず

っ
と
大

量

の
情

報

が
伝

え

ら

れ

る
。

し

た

が

っ
て
、

対

話

で

は

ロ
ゴ

ス
的

側

面

と

非

ロ
ゴ

ス
的

側

面

の
両
方

に

注
意

を
払

う

こ
と

が
必
要

で
あ

る
。

解
釈

は
知

性

と
と

も

に
感

性

や
社

会

性

に
規

定

さ

れ

る
。

ま

た
言

葉

を
交

さ

な

い

「
非

対
話

」

の
な

か

に
対

話

の
本
質

を
含

む

場
合

が

あ

る
。

さ

ら

に
身

体

を
媒

介

と

し
た
対

話

を
考

え
な

け

れ
ば

な

ら
な

い
。

こ
の
よ
う

に
対

話

は
人

間

の
五
感

の
す

べ

て
に

よ

っ
て
感

じ
と

る
も

の

で
あ

り
、

頭

と

同

時

に
身

体

、

観

念

と
同

時

に
馴

染

む

こ
と

の
重
要

性

を
指

摘

す

る

こ
と

が

で
き

る
。

か
か

る
領

域

は
精
…神

医

学

に

お

い
て
深

く

研

究

さ

れ

て

い
る
。

そ

し

て

つ
ぎ

の
ご

と

き
対

話

の
ポ

イ

ン
ト

を

指

摘

で
き

る
。
①

自

分

の
位

置

を
変

化

さ

せ

る

こ
と

に

よ

る
イ

メ

ー
ジ
能

力

の
錬

磨
、

②

離

魂

融

合

、
③

因

果
律

か
ら

の
脱
皮

、

④

雰

囲
気

の
流

れ
、
⑤

瞬

間

の
師

弟

関

係
、

⑥

相

手

の
人

生

へ
の
密

や

か
な
責

任

感

。
精

神

医

学

者

の
研

究

に

よ

れ
ば
、

人

の
成

長

に

お

け

る
統

合

の
理
想

像

は
混

沌

と

ゆ

ら
ぎ

に

あ

る
。

こ
の
た
め

に

育

て
ら

れ

る
自

己

と
、

自

己

を
育

て

る
自

分

へ
の
分

裂

が

必
要

で

あ

る
。

こ

の
よ

う

に
対

話

に
よ

る
理
解

の
本

質

は
対
象

と

の
相

互
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作

用

の
な

か

で
変

化

し

て

い
く

研

究
者

の
深

層

へ
の
自

己
洞

察

に

あ

る
。

か

か

る
発

見

は
、

研
究

者

の
現

象

へ
の
関
与

、

な

ら

び

に

対

話

者

へ
の
柔

軟

で
誠
実

な
態

度

に
依

存

す

る
。

す

な

わ
ち

、

良

き

対

話

の
実

現

の
た

め

に
は
研

究

者

の
解

釈

へ
の
意

志

が
最

も
重

要

で
あ

る
と
結

論

で
き

る
。

(
一
九

九

一
、

六
、

三
〇

)

(た
け

い

・
ひ
さ
し
/
経
営
学
部
助
教
授
)
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